
　見ているだけでは子どもの気持ちがわからないとサッカーを始めたお母さんたちの
「サッカー大会（グリーンサッカー大会）」が行われ、グラウンドは笑顔いっぱいに包
まれていました。（３月14日：富岡小グラウンドにて撮影）
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自主
財
源
　
167億

9,709万
円（
57.1％）

依
存
財
源
　
12
6億
2,2

91
万円（

42.9％）

市税
139億2,040万円
（47.3％）

歳入合計
294億2,000万円
（100％）

市債
29億6,470万円（10.1％）

県支出金
15億9,118万円（5.4％）
国庫支出金
38億3,138万円（13.0％）
交通安全対策特別交付金
1,050万円（0.0％）
地方交付税
30億円（10.2％）
地方特例交付金
1億円（0.4％）
国有提供施設等
所在市町村助成交付金
115万円（0.0％）
自動車取得税交付金
6,400万円（0.2％）
ゴルフ場利用税交付金
3,200万円（0.1％）
地方消費税交付金
6億6,000万円（2.3％）
株式等譲渡所得割交付金
500万円（0.0％）
配当割交付金
500万円（0.0％）
利子割交付金
4,000万円（0.1％）
地方譲与税
3億1,800万円（1.1％） 繰越金　1万円（0.0％）

繰入金　8億6,571万円（3.0％）
寄附金　1万円（0.0％）

財産収入　928万円（0.0％）

使用料及び手数料
4億9,860万円（1.7％）

分担金及び負担金
4億3,849万円（1.5％）

諸収入　10億6,459万円（3.6％）

平
成
22
年
度　

一
般
会
計
当
初
予
算

２
９
４
億
２
千
万
円

財
政
事
情
の

　
公
表
に
あ
た
っ
て

　

本
市
の
平
成
22
年
度
当
初
予
算
額

に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
般
会
計
が
２

９
４
億
２
千
万
円
で
あ
り
、
前
年
度

に
比
べ
４
・
６
％
の
増
、
特
別
会
計

の
合
計
が
、
前
年
度
比
３
・
３
％
減

の
１
７
２
億
６
，
０
３
１
万
円
、
企

業
会
計
は
収
益
的
支
出
で
１
・
５
％

減
の
14
億
４
，
５
２
２
万
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
は
、
景
気
の
低
迷
に

よ
る
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
の
中
、

第
４
次
阿
南
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
優
先
順
位
の
選
択

と
予
算
配
分
の
重
点
化
・
効
率
化
を

図
っ
た
予
算
編
成
と
い
た
し
ま
し
た
。

特
に
南
海
・
東
南
海
地
震
に
備
え
た

防
災
対
策
・
消
防
体
制
の
充
実
、
少

子
化
・
子
育
て
支
援
対
策
、
教
育
施

設
の
耐
震
化
・
改
築
、
衛
生
・
環
境

行
政
の
充
実
、
地
域
情
報
化
の
推
進
、

生
活
関
連
道
路
、
住
宅
、
公
共
下
水

道
等
の
社
会
基
盤
や
農
林
漁
業
等
の

生
産
基
盤
整
備
な
ど
、
生
活
環
境
に

係
る
事
業
を
優
先
し
、
災
害
に
強
い

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
行
財
政
全
般
に
わ
た

る
改
革
を
積
極
的
か
つ
計
画
的
に
進

め
な
が
ら
、「
活
力
あ
ふ
れ
豊
か
な

心
で
ふ
れ
あ
う
阿
南
」
の
実
現
を
目

指
し
て
、
市
民
と
一
体
と
な
り
、
全

力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

阿
南
市
財
政
事
情
の
公
表
に
関
す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
21
年
度
及
び
平
成
22
年
度
に
係
る
財
政
事
情
を
こ
こ

に
公
表
し
ま
す
。

　
　
　

平
成
22
年
４
月
１
日

阿
南
市
長  

岩  

浅　

嘉  

仁　

２．市税負担の概況
市税総額　139億2,040万円

〔市民１人当たり〕

177,917円

〔１世帯当たり〕

478,151円

人　口（平成22年２月末現在）78,241人　
世帯数（平成22年２月末現在）29,113世帯

３．行政経費支出の概況
〔市民１人当たり〕

376,018円

〔１世帯当たり〕

1,010,545円

１．歳入の内訳

注：財政事情の表記の万円単位については端数処理を行っています。

４．歳出の内訳

目
的

別
歳
出　
　
　

（1

00%

）

性
質

別
歳
出歳出合計

294億2,000万円
（100％）

（10
0%

）

人件費
86億2,394万円（29.0％）

公債費
43億2,242万円
（14.6％）

物件費
41億8,049万円
（14.1％）

普通建設事業費
39億9,598万円
（13.4％）

扶助費
36億9,434万円
（12.4％）

積立金　75万円（0.0％）

災害復旧費
1,135万円（0.0％）

予備費　3,000万円（0.1％）

維持補修費
3億990万円（1.1％）

補助費等
12億7,287万円（4.3％）

貸付金
13億1,350万円（4.4％）

繰出金
19億6,446万円（6.6％）

議会費　2億7,893万円（0.9％）
人件費　80億6,987万円（27.4％）
物件費　41億5,899万円（14.1％）
維持補修費　2億5,096万円（0.9％）
扶助費　45億9,671万円（15.6％）
補助費等　19億6,535万円（6.7％）

普通建設事業費　41億1,238万円（14.0％）
災害復旧費　1,135万円（0.0％）
公債費　37億534万円（12.6％）
貸付金　9億150万円（3.1％）

繰出金　16億1,755万円（5.5％）
予備費　3,000万円（0.1％）

総務費　33億7,137万円（11.5％）
民生費　81億9,796万円（27.9％）
衛生費　28億6,814万円（9.8％）
労働費　1億2,880万円（0.4％）
農林水産業費　7億2,987万円（2.5％）
商工費　3億7,340万円（1.3％）
土木費　20億6,067万円（7.0％）
消防費　10億3,259万円（3.5％）
教育費　43億2,380万円（14.7％）
災害復旧費　1,135万円（0.0％）
公債費　37億534万円（12.6％）
諸支出金　23億778万円（7.8％）
予備費　3,000万円（0.1％）

公債費
43億2,242万円
（14.6％）

諸支出金
33億7,801万円
（11.4％）
総務費
33億3,071万円
（11.2％）
教育費
32億7,638万円
（11.0％）
衛生費
30億3,353万円
（10.2％）
土木費
26億2,540万円（8.8％）
消防費
11億7,065万円（3.9％）
農林水産業費
8億5,892万円（2.9％）
商工費　4億67万円（1.4％）
議会費　3億5,624万円（1.2％）
予備費　3,000万円（0.1％）
災害復旧費　1,135万円（0.0％）
労働費　1,058万円（0.0％）
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1．活力をよぶ産業都市づくり	 5億347万円
農林漁業の振興…地域農業振興事業、有害鳥獣対策、農地・水・
環境保全向上活動支援、農業用施設新設改良事業、大潟漁港改
修、耕作放棄地全体調査、森林整備加速化・林業飛躍基金事業
など
商工業・観光の振興等…インキュベーション施設開設、船瀬温
泉給湯熱源設備等改修、光のまちづくり事業補助、那賀川渇水
対策協議会運営事業補助、消費生活センター開設など
雇用環境の充実…ふるさと雇用再生・緊急雇用創出事業

2．人々が集う交流都市づくり	 14億3,752万円
道路・交通網の整備…地方道路交付金事業（領家日開野線、油
免寺ノ前線、四国横断自動車道側道整備、佃町滝ノ下線、宮ノ
下原平２号線、原平西園線）、地方特定道路整備（領家日開野線、
油免寺ノ前線）、橋りょう長寿命化修繕計画策定など
地域情報化の推進…戸籍総合システム更新、公有財産等管理シ
ステム導入など
防災・消防・防犯体制の充実…防災公園整備（橘・津乃峰・ゆ
たか野地区）、教育施設建物耐震化等、民間建築物耐震化支援、
自主防災組織活動支援、消防施設等整備、防災無線デジタル化
基本設計、携帯電話等発信地表示システム導入など

3．潤いあふれる海と川と緑の環境都市づくり	 12億9,425万円
環境循環型社会の形成…電気式（乾燥式）生ごみ処理機購入助
成、環境総合調査事業など
住宅の整備…公営住宅建設（井関団地建替え）、公営住宅スト
ック総合改善事業（地デジ対応等）など
下水道の整備…公共下水道整備、都市下水路整備、小型合併処
理浄化槽設置補助など
治山・治水の推進…急傾斜地崩壊対策事業など
衛生環境行政の充実…ごみ処理施設ＰＦＩ事業アドバイザリー

業務委託、ごみ処理施設整備・運営事業施工監理業務委託など

4．心かよう温かい健康福祉都市づくり	 74億7,885万円
地域福祉の推進、保健・医療の充実…地域福祉計画策定、社会
福祉事業等活動費補助、予防接種、母子保健対策事業、妊婦一
般健康診査、食育推進計画策定、女性特有のがん検診推進、自
殺予防対策緊急強化事業など
高齢者福祉・子育て支援・障害者福祉の充実…地域活動支援セ
ンター運営事業費補助、障害者地域生活支援事業、こどもセン
ター整備事業、ファミリーサポートセンター運営事業、ひとり
親家庭自立促進計画策定、ろうあ者フェスタ開催など

5．歴史と個性が輝く生涯学習・文化都市づくり	14億6,558万円
生涯学習環境の整備…ふるさと活性２１活動補助など
学校教育の充実…中学校改築事業（阿南中、阿南第一中、那賀
川中）、英語教育推進事業など
人権の尊重…人権フェスティバル事業など
男女共同参画社会の推進…女性のための生き方なんでも相談事
業など
豊かな歴史文化の継承と新しい文化の創造等…郷土史編さん、
野球のまち阿南推進協議会補助、スケートボード場整備調査、
県南部健康運動公園屋内野球練習場整備調査など

6．参加と連携・ふれあい都市づくり	 49億7,641万円
市民と行政との協働によるまちづくり…参議院議員選挙、第５
次阿南市総合計画策定、国勢調査、地域公共交通協議会バス実
証運行補助など
効率的な行政運営…庁舎建設事業、行政評価制度運用支援業務
委託、人事評価導入支援業務委託など
健全な財政運営…長期債の償還

5．市債現在高の状況 （単位：万円，％）

区　　　　分
平成21年度末現在高見込み 平成22年度末現在高見込み

見込額（万円） 構成比
（%） 見込額（万円） 構成比

（%）
⑴ 普 　 　 通 　 　 債 212億5,041 71.6 206億3,800 69.9 

１ 総　　　　　　務 7億2,806 2.5 7億5,987 2.6 
２ 民　　　　　　生 9億3,365 3.1 8億3,336 2.8 
３ 衛　　　　　　生 9億4,242 3.2 6億5,273 2.2 
４ 農 　 林 　 水 　 産 18億4,635 6.2 15億9,883 5.4 
５ 商　　　　　　工 2億9,524 1.0 1億9,874 0.7 
６ 土　　　　　　木 92億7,815 31.3 87億8,277 29.7 
７ 公 　 営 　 住 　 宅 15億8,318 5.3 16億3,618 5.5 
８ 消　　　　　　防 15億6,973 5.3 14億3,292 4.9 
９ 教　　　　　　育 40億7,363 13.7 47億4,260 16.1 

⑵ 災 害 復 旧 債 8,865 0.3 7,384 0.2 
１ 単 　 独 　 災 　 害 306 0.0 251 0.0 
２ 補 　 助 　 災 　 害 8,559 0.3 7,133 0.2 

⑶ そ 　 　 の 　 　 他 83億3,327 28.1 88億1,162 29.9 
１ 減 収 補 て ん 債 10億281 3.4 10億188 3.4 
２ 減 税 補 て ん 債 15億8,054 5.3 13億8,280 4.7 
３ 臨時税収補てん債 2億3,290 0.8 2億577 0.7 
４ 一 般 会 計 出 資 債 4億6,744 1.6 4億6,056 1.6 
５ 臨 時 財 政 対 策 債 50億4,208 17.0 57億5,498 19.5 
６ 財 政 健 全 化 債 750 0.0 563 0.0 

合　　　　計 296億7,233 100.0 295億2,346 100.0 

６．市有財産の状況
（平成20年度末現在）

　（単位：㎡）

区　　　分 土　　　地 建　　　物

行 政 財 産 1,766,397 390,247

普 通 財 産 65,768 1,541

７．基金の状況
（平成21年度末現在高見込み）

（単位：万円）

財 政 調 整 基 金 109億5,406

減 債 基 金 24億5,393

特 定 目 的 基 金 86億4,171

定 額 資 金 運 用 基 金 4億9,689

平成22年度当初予算における主要事業

平成20年度決算に基づく連結財務諸表を財政課（市役所本庁舎２階）

及び阿南市ホームページにて公開する予定です。
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市　　　税
国庫支出金
市　　　債
地方交付税

県 支 出 金

地方消費税
交　付　金

使用料及び
手　数　料

繰　入　金

0 100000200000300000400000500000600000700000800000

支出済額

予算費

民生費
諸支出金
公債費
教育費
総務費
土木費
衛生費

農林水産業費
消防費
商工費
議会費
予備費

災害復旧費
労働費

0（億） 1 2 3 4 10 20 30 40 50 60 80700123456102030405060130140

77億4,697万円（67億635万円）141億8,090万円（134億4,063万円）

64億1,822万円（30億4,579万円）

43億170万円（190万円）

30億798万円（27億3,793万円）

18億3,567万円（18億3,567万円）

17億2,781万円（1億9,003万円）

15億8,367万円（1億3,720万円）

7億3,806万円（521万円）

6億8,000万円（5億1,633万円）

5億2,238万円（4億665万円）

4億6,421万円（3億8,345万円）

3億5,900万円（2億3,188万円）

1億8,974万円（2億451万円）

1億1,514万円（9,963万円）

8,800万円（4,650万円）

5,600万円（3,947万円）

3,040万円（2,460万円）

1,900万円（1,104万円）

1,000万円（585万円）

900万円（0円）

331万円（338万円）

125万円（115万円）

60億9,097万円（39億1,645万円）

45億589万円（33億8,832万円）

43億4,910万円（27億6,084万円）

38億2,168万円（19億5,877万円）

35億9,297万円（17億3,980万円）

32億6,977万円（21億1,425万円）

12億824万円（8億9,196万円）

8億1,988万円（4億3,165万円）

4億3,935万円（2億5,855万円）

3億3,211万円（3億157万円）

9,827万円（5,858万円）

3,763万円（786万円）

2,861万円（0円）

歳　出

歳出予算
363億4,144万円
支出済額
245億3,495万円

歳　入

歳入予算
363億4,144万円
収入済額
233億6,880万円

民　生　費

公　債　費

教　育　費
公　債　費
土　木　費

総　務　費

消　防　費
農林水産業費
商　工　費
議　会　費
労　働　費
災害復旧費
予　備　費

ゴルフ場利
用税交付金

配当割交付金

利子割交付金

財 産 収 入

自動車取得税
交　付　金

地 方 特 例
交　付　金
地方譲与税

諸　収　入

繰　越　金

国有提供施設等所在
市町村助成交付金

交通安全対策
特別交付金

分担金及び
負　担　金

株式等譲渡
所得割交付金

寄　附　金

諸 支 出 金

衛　生　費

注：表記の（　）内は収入済額です。 注：表記の（　）内は支出済額です。

１．平成22年度予算 （単位：万円）

会　　計　　名 平成22年度
当 初 A

平成21年度
当 初 B

比 　 　 較
A 　 − 　 B

水道事業
会　　計

収益的
収　入 14億7,540 15億1,013 △ 3,473

支　出 14億4,522 14億6,696 △ 2,174

資本的
収　入 4億6,180 5億9,277 △ 1億3,097

支　出 10億2,451 9億8,824  3,627

２．平成21年度予算執行概況 （単位：万円）

会　　計　　名 現計予算
収入済額
平成22年

2月28日現在

支出済額
平成22年

2月28日現在

水道事業
会　　計

収益的
収　入 15億1,013 12億881

支　出 14億8,044 9億4,400

資本的
収　入 10億1,537 48

支　出 23億6,296 5億7,515

１．平成22年度予算 （単位：万円）

会　　　計　　　名 平成22年度
当 初 A

平成21年度
当 初 B

比　　　較
A 　 － 　 B

住宅新築資金等貸付事業特別会計 7,455 8,720 △ 1,265
加茂谷財産区運営事業特別会計 38 38  0
伊島財産区運営事業特別会計 157 156  1
国民健康保険事業特別会計 77億6,300 79億5,500 △ 1億9,200
加茂谷診療所事業特別会計 8,700 8,000  700
伊 島 診 療 所 事 業 特 別 会 計 1,650 1,750 △ 100
老 人 保 健 特 別 会 計 840 9,250 △ 8,410
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 10億8,800 15億8,730 △ 4億9,930
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 67億7,800 66億8,300  9,500
伊島地区生活排水処理事業特別会計 684 660  24
学 校 給 食 事 業 特 別 会 計 4億2,920 4億6,800 △ 3,880
奨学資金貸付事業特別会計 552 660 △ 108
春日野地域下水道事業特別会計 3,012 3,250 △ 238
羽ノ浦農業集落排水事業特別会計 1億520 1億737 △ 217
豊香野地区生活排水処理事業特別会計 1,903 1,872  31
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 8億4,700 7億1,100  1億3,600

２．平成21年度予算執行概況 （単位：万円）

会　　　計　　　名 現計予算
（3月補正含む）

収入済額
平成22年

2月28日現在

支出済額
平成22年

2月28日現在
住宅新築資金等貸付事業特別会計 8,720 3,034 5,166
加茂谷財産区運営事業特別会計 38 38 0
伊島財産区運営事業特別会計 156 157 0
国民健康保険事業特別会計 84億2,600 58億8,905 64億8,263
加茂谷診療所事業特別会計 8,820 6,633 6,994
伊 島 診 療 所 事 業 特 別 会 計 1,760 665 1,073
老 人 保 健 特 別 会 計 1億5,389 6,857 482
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 20億5,166 1億4,417 8億1,969
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 72億2,800 59億6,863 56億2,765
伊島地区生活排水処理事業特別会計 660 595 260
学 校 給 食 事 業 特 別 会 計 4億6,800 3億1,656 3億130
奨学資金貸付事業特別会計 660 366 198
春日野地域下水道事業特別会計 3,250 2,252 1,481
羽ノ浦農業集落排水事業特別会計 1億838 3,149 5,523
豊香野地区生活排水処理事業特別会計 1,872 327 933
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 6億6,646 4億9,698 4億6,645

平成22年２月28日現在

平成21年度一般会計予算の執行概況（３月補正含む）

特 別 会 計 の 状 況

公営事業会計の状況
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３．職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

区　　　分 平均給料月額 平均年齢

一般職（普通会計） 336,572円 45歳

４．職員の初任給の状況

区　　分
阿　南　市 国

決定初任給 採用２年経過
日の給料額 初任給 採用２年経過

日の給料額

一
般
職

大学卒 172,200円 184,200円 172,200円 184,200円

高校卒 140,100円 148,500円 140,100円 148,500円

５．職員の経験年数別平均給料月額の状況

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一
般
職

大学卒 254,200円 305,900円 351,500円

高校卒 220,300円 258,200円 310,100円

１．人件費の状況

平成21年度  
一般会計３月補正後予算総額325億1,820万円

人件費
79億9,735万7千円

（24.6％）

２．職員給与費の状況

平成21年度
一般会計３月補正後
給与費予算額

54億6,061万2千円

給料
35億1,406万7千円
（64.4％）

期末勤勉
13億5,020万円

（24.7％）

その他
5億9,634万5千円
（10.9％）

（一人当たり給与費627万6千円）

６．一般行政職の級別職員数の状況

定型的な業務を行う職務　10人

高度な知識または経験を必要
とする業務を行う職務
31人

係長、主任の職務
またはこれに相当
する職務　59人

１
級

７
級 ２級

３級

４級５級

６級

職員数
435人

１　課長補佐の職務または
これに相当する職務
２　困難な業務を分掌する
係長、主任の職務または
これに相当する職務
　104人

１　困難な業務を分掌する
課長補佐の職務またはこ
れに相当する職務
２　特に困難な業務を分掌
する係長、主任の職務ま
たはこれに相当する職務
　149人

参事及び課長の職務または
これに相当する職務　67人

部長の職務またはこれに相当
する職務　15人

７．扶養手当の状況

扶　養　親　族 支給月額

配偶者 13,000円

子等配偶者以外の扶養親族 1人につき6,500円

配偶者のいない職員の扶養親族１人目 11,000円

満16歳の年度始めから22歳の年度末
までの子

1人につき5,000円
を加算

８．住居手当の状況

区　　　分 内　　容
（支給月額）

国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

借
家
（
間
）

月額23,000円
以下の家賃

家賃から12,000
円を控除した額 同

月額23,000円
を超える家賃

27,000円を限度
とし算定した額 同

持　　家 4,500円 異 国の制度
0円

９．期末、勤勉手当の状況（21年度支給割合）

期末手当 勤勉手当
職
制
上
の
段
階
、
職
務
の

級
等
に
よ
る
加
算
措
置
有

6月期
（1.1月分） （0.85月分）
1.25月分 0.7月分

12月期
（1.25月分） （0.95月分）

1.5月分 0.7月分

計
（2.35月分） （1.8月分）

2.75月分 1.4月分

阿南市職員の給与の現状
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10．退職手当の状況（支給率）
勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額

自 己 都 合 23.5月分 33.5月分 47.5月 59.28月分
勧奨・定年 30.55月分 41.34月分 59.28月分 59.28月分

12.　定員管理の状況
　ア　部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年４月１日現在）

職　員　数 対前年
増減数 主　な　増　減　理　由平成20年 平成21年

一 
般 

行 

政 

部 

門

議　　会 7 7  0
総　　務 135 127 △  8 業務体制の見直しによる減
税　　務 39 39  0
民　　生 228 221 △  7 退職による減
衛　　生 88 91 ＋ 3 環境整備施設建設業務の増
農林水産 39 37 △  2 業務体制の見直しによる減
商　　工 14 14  0
土　　木 66 67 ＋ 1 道路整備関係業務の増
小　　計 616 603 △  13

特
別
行
政
部
門

教　　育 170 164 △  6 退職による減
消　　防 104 103 △  1 退職による減
小　　計 274 267 △  7

普通会計 890 870 △  20
公
営
企
業
会
計
部
門

病　　院 2 2  0
水　　道 29 28 △  1 水道拡張事業の減
下 水 道 10 10  0
そ の 他 24 24  0
小　　計 65 64 △  1

合　計 955 934 △  21
（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者・派遣職員などを

含み、臨時または非常勤職員を除いています。

11．特別職の報酬月額等の状況

0

20

40

60

80

100

市
長

90.9

副
市
長

72.4

教
育
長

65.2

議
長

48.2

政
策
監
35.0

副
議
長

42.8

議
員

39.9

期末手当は年間3.1月分です。
（単位：万円）

　エ　定員適正化計画の年次別進捗（実績）の概要　
区　分

部　門
18年

計画始期
19年

１年目
20年
2年目

21年
3年目

22年
4年目

23年
5年目

19年〜21年
計

（参考）
数値目標

一般行政 職員数 658 640 616 603 － 601
増　減 △ 18 △ 24 △ 13 △55（96.5％） △ 57

教　　育 職員数 177 173 170 164 － 168
増　減 △  4 △  3 △  6 △13（144.4％） △９

消　　防 職員数 101 104 104 103 － 105
増　減 3 0 △  1 2（50.0％） 4

公営企業
会 計 等

職員数 64 65 65 64 － 58
増　減 1 0 △  1 0（0.0％） △6

計 職員数 1,000 982 955 934 － 932
増　減 △ 18 △ 27 △ 21 △66（97.1％） △68

（注）１　計画期間は、19年〜23年の５年間である。
２　（　％）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示す。
３　増減は、各年の欄にあっては対前年比の職員増減数を、計の欄にあっては計画１年目以降

現年までの職員増減数の累計を示す。

４
月
１
日
よ
り
開
設

阿
南
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
や
商
品
事

故
の
苦
情
な
ど
、
消
費
生
活
に
関
す

る
相
談
に
つ
い
て
、
専
門
の
消
費
生

活
相
談
員
が
相
談
を
受
け
付
け
、
問

題
解
決
の
た
め
の
助
言
や
あ
っ
せ
ん

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
き
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

⃝
「
必
ず
も
う
か
る
」
と
誘
わ
れ
、

あ
る
事
業
に
出
資
し
た
が
、
配
当

金
の
支
払
い
が
一
度
も
な
く
不
安

だ
。

⃝
高
齢
の
母
が
、
次
々
と
商
品
を

購
入
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
返
品
は

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

⃝
あ
る
食
品
を
食
べ
た
と
こ
ろ
、

下
痢
や
お
う
吐
の
症
状
が
出
た
。

⃝
複
数
の
借
金
返
済
に
困
っ
て
い

る
。

　

な
お
、
ご
相
談
の
際
に
は
、
契

約
書
や
申
込
書
な
ど
の
関
係
書
類

を
用
意
し
て
「
ど
の
よ
う
な
ト
ラ

ブ
ル
に
あ
い
、ど
う
し
た
い
の
か
」

な
ど
、
具
体
的
に
相
談
員
に
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
所
在
地　
市
社
会
福
祉

会
館
３
階
（
Ｊ
Ｒ
阿
南
駅
前
）

相
談
時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時
30
分

休
所
日　
土
・
日
・
祝
日
及
び
年

末
年
始

相
談
方
法　
電
話
も
し
く
は
来
所

に
よ
る
相
談

問
い
合
わ
せ
は　
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
☎
24

－

３
２
５
１
）
へ

（
豆
知
識
）

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
…

　

消
費
者
が
契
約
し
て
し
ま
っ
た
後
で
冷
静

に
考
え
直
す
時
間
を
与
え
、
一
定
期
間
で
あ

れ
ば
、
無
条
件
で
契
約
を
解
除
で
き
る
制
度

で
す
。
た
と
え
ば
、
訪
問
販
売
に
よ
る
契
約

の
場
合
、
契
約
書
な
ど
を
受
け
取
っ
た
日
か

ら
８
日
以
内
に
書
面
で
通
知
す
れ
ば
、
契
約

を
解
除
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
適
用
さ
れ
な

い
場
合
も
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
専
門
機
関
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　イ　定員適正化目標
　阿南市行財政改革推進大綱を指針として合併による財政的効果を最大限に発揮させる
ため、財政の健全化と市民サービスの向上との均衡を保ちつつ、定員の適正化を図る。

　ウ　定員適正化手法の概要
　組織機構の簡素化と合理化、事務事業の見直し、民間委託及び情報化による事務処理
の効率化等を進めることにより適正な定員管理を推進する。
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阿
南
市
美
術
展

作
品
出
品
の
ご
準
備
を

　

第
49
回
阿
南
市
美
術
展
が
、
５
月

２
日
㈰
か
ら
４
日
㈫
ま
で
の
３
日
間
、

夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
出
品
を
希
望
さ
れ
る
方
は

ご
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

出
品
資
格　
阿
南
市
在
住
者
、
阿
南

市
出
身
者
及
び
阿
南
市
に
関
係
の
深

い
方
で
、
阿
南
市
美
術
協
会
の
会
員

で
あ
る
こ
と
。
小
中
学
生
の
方
の
出

品
は
で
き
ま
せ
ん
。

出
品
規
格　
▼
日
本
画
＝
６
号
〜
50

号
ま
で
（
額
装
ま
た
は
表
装
）

▼
洋
画
＝
６
号
〜
50
号
ま
で（
額
装
）

▼
書
道
＝
聯れ
ん

落お
ち

以
下
（
額
装
ま
た
は

軸
仕
立
て
）、
縦
・
横
自
由
▼
写
真

＝
半
切
〜
全
紙
（
フ
ス
マ
張
り
）
▼

彫
塑
工
芸
＝
横
１
ｍ
×
縦
１
・
５
ｍ

ま
で
。
展
示
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に

仕
立
て
る
こ
と
。

※
規
格
以
外
の
作
品
は
受
付
・
展
示

で
き
ま
せ
ん
。

※
作
品
に
ガ
ラ
ス
は
使
用
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
ア
ク
リ
ル
板
は
可
。

出
品
料　
１
点
に
つ
き
５
０
０
円
。

出
品
料
以
外
に
美
術
協
会
年
会
費
１
，

５
０
０
円
。初
め
て
出
品
さ
れ
る
方
・

３
年
以
上
出
品
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

美
術
協
会
入
会
金
１
，
０
０
０
円
が

必
要
で
す
。

作
品
の
受
付
・
搬
入　
４
月
29
日
㈭

午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
。
夢

ホ
ー
ル
２
階
研
修
室
。
こ
の
と
き

以
外
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

文
化
振
興
課

（
☎
22

－

１
７
９
８
）
へ

木
造
耐
震
化
事
業
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

４
月
１
日
㈭
よ
り
、
次
の
事
業

に
つ
い
て
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断　
対
象
は
、

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

し
た
木
造
住
宅
で
す
。

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
費
補
助
金

交
付
申
請　
対
象
は
、
耐
震
診
断
を

受
け
ら
れ
た
木
造
住
宅
で
評
点
０
・

７
未
満
を
１
・
０
以
上
に
向
上
す
る

工
事
を
実
施
す
る
場
合
で
す
。

阿
南
市
木
造
住
宅
耐
震
改
修
促
進
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
費
補
助
金
交
付
申
請

　

対
象
は
、
耐
震
改
修
工
事
補
助
金

交
付
決
定
を
受
け
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
現
在
市
が
委
託
し
て
い
る

「
耐
震
化
促
進
訪
問
員
」
が
説
明
の

た
め
に
戸
別
訪
問
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
住
宅

建
築
課
（
☎
22

－

３
４
３
１
）
へ

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿

（
土
地・家
屋
）の
縦
覧

　

平
成
22
年
度
の
固
定
資
産
の
価

格
（
評
価
額
）
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

縦
覧
期
間　
４
月
１
日
㈭
か
ら
30

日
㈮
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
国
民

の
祝
日
は
除
く
）
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

縦
覧
場
所　
市
役
所
税
務
課
固
定

資
産
税
係
、
那
賀
川
支
所
及
び
羽

ノ
浦
支
所

縦
覧
で
き
る
方　
固
定
資
産
税
の

納
税
者
や
代
理
人
で
す
。
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の
（
例
：
運

転
免
許
証
等
）
と
印
鑑
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。な
お
、代
理
人
の

場
合
に
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

手
数
料　
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
は

無
料
で
す
。
ま
た
、
名
寄
せ
帳

（
ご
自
身
が
納
税
義
務
者
と
な

っ
て
い
る
資
産
の
一
覧
表
）
の

閲
覧
に
つ
い
て
も
縦
覧
期
間
中

は
手
数
料
が
無
料
（
た
だ
し
、

コ
ピ
ー
代
と
し
て
１
枚
に
つ
き

10
円
が
必
要
）
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
固
定

資
産
税
係
（
22

－

１
１
１
４
）

へ

あぶない！こんなに事故が

交通事故
件 数
死 者
負 傷 者

380件（  582）
2人（    4）

79人（  119）

救 急 件 数
搬送人員

258件（  506）
245人（  484）

火 災 件 数
損 害 額

6件（14）
5,201千円（6,685千円）

●阿南署管内平成22年２月分合計　(　)内は１月からの累計

阿
南
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

橘
町
駐
在
所
の
移
転
に
つ
い
て

　

橘
町
駐
在
所
の
新
築
に
伴
い
、
橘
町

幸
野
に
移
転
し
ま
す
。
新
し
い
駐
在
所

の
場
所
は
、
国
道
55
号
線
沿
い
で
市
営

住
宅
橘
団
地
へ
の
入
口
付
近
で
す
。
３

月
末
に
移
転
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施

　

４
月
６
日
㈫
か
ら
15
日
㈭
ま
で
の
10

日
間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実

施
し
ま
す
。

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹

底・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

に
重
点
を
置
き
、
交
通
事
故
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

警
察
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル（
＃
９
１
１
０
）

　

事
件
や
事
故
に
至
っ
て
い
な
い
が
、

不
安
や
危
険
を
感
じ
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

警
察
で
は
「
県
民
の
被
害
の
未
然
防

止
に
関
す
る
相
談
」「
県
民
の
安
全
と

平
穏
に
関
す
る
相
談
」
な
ど
に
応
じ
て

い
ま
す
。
警
察
へ
の
相
談
は
、「
０
８

８

－

６
５
３

－

９
１
１
０
」、
ま
た
は

局
番
な
し
の
「
＃
９
１
１
０
」
へ
。

　

な
お
、
阿
南
警
察
署
で
も
生
活
安

全
課
で
相
談
係
が
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
警
察
署
（
☎

22

－

０
１
１
０
）
へ ←福井町

国道55号線
津乃峰町→

高速バス
発着場

市営住宅
橘団地

ＧＳ

橘町駐在所
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来
た
る
４
月
18
日
㈰
阿
南
市
文
化
会
館
・
夢
ホ
ー

ル
で
『
い
の
ち
の
山
河　

日
本
の
青
空
Ⅱ
』
の
上
映

会
が
あ
り
ま
す
。

　

主
催
は
「
あ
な
ん
で
映
画
を
み
よ
う
会
（
会
長　

篠
原
和
男
氏
）」。
こ
の

会
は
阿
南
市
内
で
優
れ

た
映
画
を
上
映
し
、
地

域
文
化
の
向
上
に
寄
与

す
る
目
的
で
結
成
さ
れ
、

１
９
９
１
（
平
成
３
）

年
以
来
、
地
道
な
活
動

を
続
け
て
こ
ら
れ
た
団

体
で
す
。

　
「
い
の
ち
の
山
河
」

は
、
東
北
の
小
さ
な
寒

村
で
、
豪
雪
・
多
病
・

貧
困
の
三
悪
を
克
服
し

よ
う
と
立
ち
あ
が
っ
た

一
村
長
と
村
民
の
物
語

で
す
。

　

故
・
深
沢
晟ま
さ

雄お

氏

は
、
岩
手
県
和
賀
郡
沢

内
村
（
現
・
西
和
賀
町
）

の
村
長
を
務
め
、
人
の

〝
い
の
ち
〟
に
格
差
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
の
強

い
信
念
を
持
ち
、
当
時
は
国
保
法
違
反
で
あ
っ
た
老

人
と
乳
児
の
医
療
無
料
化
に
踏
み
切
り
、
全
国
最
悪

の
乳
児
死
亡
率
だ
っ
た
村
を
、
全
国
初
の
死
亡
率
ゼ

第
22
回
阿
南
の

加
茂
谷
鯉
ま
つ
り

　

加
茂
谷
地
区
で
は
、
４
月
19
日
㈪

か
ら
５
月
８
日
㈯
ま
で
「
第
22
回
阿

南
の
加
茂
谷
鯉
ま
つ
り
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

５
月
３
日
㈪
に
は
、
午
前
10
時
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い

で
自
然
と
人
情
味
豊
か
な
加
茂
谷
の

里
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

☆
手
作
り
鯉
の
ぼ
り
大
募
集
！

　

あ
な
た
の
作
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を
イ

ベ
ン
ト
会
場
で
泳
が
せ
て
み
ま
せ
ん

か
？
５
月
３
日
に
手
作
り
鯉
の
ぼ
り

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。（
入

賞
者
に
は
景
品
あ
り
）
大
き
さ
は
８

ｍ
以
内
で
風
雨
に
強
い
素
材
で
制
作

し
て
く
だ
さ
い
。
準
備
の
都
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
応
募
さ
れ
る
方
は
４

月
21
日
㈬
ま
で
に
事
前
に
お
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応

募
作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
い
た
し

ま
せ
ん
。

※
雨
天
順
延
、
延
期
は
５
日
㈬
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
加
茂

谷
公
民
館(

☎
25

－

０
１
１
３)

へ

ロ
の
村
へ
と
導
き
、
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
命
尊
重
こ
そ
が
政
治
の
基
本
で
あ
る
と
し
、
①

す
こ
や
か
に
生
ま
れ
る
②
す
こ
や
か
に
育
つ
③
す
こ

や
か
に
老
い
る
を
、
村
の
目
標
と
し
、〝
生
命
行
政
〟

を
展
開
し
ま
し
た
。
こ
の
間
の
村
長
と
村
民
た
ち

の
奮
闘
の
日
々
と
数
々
の
ド
ラ
マ
を
描
い
た
の
が
、

こ
の
作
品
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
映
画
の
撮
影
を
担
当
し
た
の
は
、

阿
南
市
出
身
の
著
名
な
映
画
撮
影
監
督
で
あ
る
丸

池
納
氏
で
す
。

　

丸
池
さ
ん
は
、
富
岡
西
高
校
の
先
輩
で
、
私
が

在
京
時
代
か
ら
長
年
に
わ
た
り
、
知
遇
を
得
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
『
眠
る
男
』（
小
栗
康
平
監
督
／
１
９
９
６
年
）

で
、
第
１
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
映
画
祭
最
優
秀
撮
影

賞
、
第
51
回
毎
日
映
画
コ
ン
ク
ー
ル
撮
影
賞
他
を

受
賞
し
、
最
近
で
は
東
京
国
際
映
画
祭
に
も
出
品

さ
れ
た
、
日
本
・
中
国
合
作
映
画
『
さ
く
ら
ん
ぼ

　

母
と
き
た
道
』（
チ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ー
ベ
イ
監
督
／

２
０
０
７
年
）
の
撮
影
監
督
を
務
め
る
な
ど
、
国

際
的
な
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
、
阿
南
市
が
誇
る
映

画
人
で
す
。

　

当
日
は
、
丸
池
さ
ん
ご
自
身
も
帰
省
さ
れ
、
講

演
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、

丸
池
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
撮
影
技
術
に
よ
る
素
晴
ら

し
い
作
品
を
鑑
賞
し
、
心
を
洗
わ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

映
画
を
み
よ
う

－

市長通信

－

お元気ですか

　

阿南市長　岩　浅　嘉　仁

阿
南
市
交
通
遺
児
育
英
基
金
へ

●
金
30
万
円

楠
根
町　

谷
敬
二　

様
よ
り

阿
南
市
へ

●
車
椅
子
一
台

県
南
軟
式
野
球
連
盟　

様
か
ら

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
く
り
も
の

成
人
式
実
行
委
員
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

平
成
23
年
成
人
式
実
行
委
員
を
募

集
し
ま
す
。
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ

ー
に
な
っ
て
、
式
の
企
画
か
ら
運
営

ま
で
し
て
み
た
い
と
考
え
て
お
ら
れ

る
方
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
会

議
は
５
回
程
度
開
催
予
定
）

応
募
資
格

○
新
成
人
（
平
成
２
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
）

○
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

○
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

締
切
日　
４
月
21
日
㈬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
最
寄

り
の
公
民
館
ま
た
は
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
（
☎
22

－

３
３
９
１
）
へ

【
４
月
の
休
館
日
は
】

☎21－3030

5
・
12
・
19
・
26
日

船
瀬
温
泉
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野
焼
き
は
法
律
で

　
　

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

野
外
で
の
焼
却
は
「
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
一

定
の
例
外
（
農
・
林
・
漁
業
を
営
む

た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て

行
わ
れ
る
焼
却
等
）
を
除
い
て
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

周
囲
の
生
活
環
境
に

　
　

配
慮
を
し
ま
し
ょ
う　

　

ご
み
を
燃
や
す
と
火
災
発
生
の
原

因
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
悪
臭
や

ば
い
煙
が
発
生
し
、
ご
近
所
の
迷
惑

に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
を
発
生
さ
せ
る
恐
れ
も
あ
り

環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
ま
せ

ん
。

環境と

くらし

シリーズ

〈№ 2〉

　

燃
や
さ
ず
に
収
集
日
に

　
　

出
し
ま
し
ょ
う

　

ご
み
は
焼
却
せ
ず
に
分
別
し
、
指

定
の
曜
日
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
併
せ
て
、
で
き
る
だ
け
ご
み

を
出
さ
な
い
工
夫
を
し
、
ご
み
の
量

を
減
ら
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

美
し
い
阿
南
市
に
向
け
て
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は　

環
境
保
全
課
（
☎
22

−

３
４
１
３
）
へ

ご
み
の
野
焼
き
禁
止
に
つ
い
て
の
お
願
い

　市では、阿南市総合計画の策定について、市民の皆さんか
らのご意見、ご助言をいただくために、阿南市総合計画審議
会を設置しています。
　現在、平成23年度から平成32年度の10年間を計画期間と
する、第５次阿南市総合計画の策定に取り組んでおりますが、
本計画に関する重要事項を調査審議していただく阿南市総合
計画審議会の「公募委員」を募集します。（審議会は、公募
による委員と総合計画策定に関し識見を有する委員で構成さ
れます。）

応募資格　次の各号すべてに該当する方
①　市内在住の18歳以上の方（平成22年３月１日現在）
②　市の総合計画の策定について関心のある方
③　平日に開催する年３回程度の会議に出席できる方
④　市が設置した他の審議会等の委員でない方
⑤　国及び地方公共団体の議員及び常勤の公務員でない方

募集人員　３人程度

任　　期　委嘱の日（平成22年４月予定）から１年間

応募方法　所定の応募用紙に必要事項を記入し、「阿南市総
合計画についての考え方及び応募の動機」（様式自由、1,000
字程度）を添付のうえ、企画政策課まで提出してください。（郵
送、ファクシミリ、電子メール可）
　なお、応募用紙が必要な方は、下記問い合わせ先までご連
絡ください。

選考方法　応募書類により審査します。なお、審査の結果、
候補者が多数となった場合は、抽選により最終決定を行います。

募集期間　４月１日㈭〜 15日㈭

応募及び問い合わせは　企画政策課　〒774-8501　富岡町
ト ノ町12番 地 ３（ ☎22－3429　FAX：22-6772　E-mail：
kikaku@city.anan.tokushima.jp）へ

第５次阿南市総合計画審議会
「公募委員」を募集します

第
34
回
（
平
成
22
年

度
）
成
人
大
学
受
講

生
・
運
営
委
員
募
集

講
座
内
容　
別
表
の
予
定

募
集
定
員　
１
５
０
人
程
度

受
講
資
格　
学
習
意
欲
の
あ
る
人

受
講
日
時　
５
月
（
開
講
式
）
か
ら

平
成
23
年
２
月
ま
で
の
間
で
、
午
後

７
時
〜
９
時（
年
間
７
〜
８
回
程
度
）

受
講
料　
年
間
１
，
５
０
０
円

（
料
理
教
室
、
現
地
研
修
な
ど
は
実

費
負
担
が
あ
り
ま
す
。）

受
講
場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
他

※
運
営
委
員
は
、
講
座
の
企
画
・
運

営
等
に
係
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
方
法　
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
運
営
委
員
希
望
の
有
無

を
記
入
の
う
え
、
４
月
23
日
㈮
ま
で

に
〒
７
７
４

－

８
５
０
１
富
岡
町
ト

ノ
町
12

－

３
生
涯
学
習
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
生
涯
学
習
課
（
22

－

３
３
９
１
）
へ

日時（曜日） 講座・テーマ 会　　場 講座の演題・内容 講　　師

５月26日㈬
午後６時30分〜

◇開講式
第１回講座

ひまわり会館
ふれあいホール

「中途失聴の苦難を乗り
越え最高の人生に感謝」 山下マサ子

６月24日㈭
午後７時〜

第２回講座
【生きがい】

ひまわり会館
ふれあいホール 「笑いで健康」 阿 南 高 専

落 研 部

７月予定
午後７時〜

第３回講座
【家庭教育】

ひまわり会館
ふれあいホール

「祖父母の孫との　　　
関わり方」 田中　弘之

９月９日㈭
午後７時〜

第４回講座
【スポーツ】

ひまわり会館
ふれあいホール 「太極拳をしよう」 三浦　　武

10月３日㈰
時間は未定

第５回講座
【現地研修】 高知方面 土佐・龍馬であい博

11月20日㈯
午前９時〜

第６回講座
【文　化】

那賀川町内
那賀川支所集合 「足利公方の足跡を訪ねて」 向井　公紀

12月４日㈯
午前10時〜
午後２時〜

第７回講座
【調理実習】

ひまわり会館
グルメルーム 「なにができるかな？」 松田　聖恵

１月予定
午後１時30分〜

予　定

第８回講座
【生涯学習推
進大会参加】

未　定 未　　　定 未　　定

２月25日㈮
午後６時30分〜

第９回講座
【健康増進】
◇閉講式

ひまわり会館
ふれあいホール 「らくらく健康法」 鶯　　春夫

平成22年度 阿南市成人大学講座実施計画
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世帯の所得額の合計 均等割額の
軽 減 割 合

33万円以下 8.5割

被保険者全員が年金収入80万円以下で、
その他の所得がないとき ９割

33万円＋
（24万５千円×世帯主以外の被保険者数）以下 ５割

33万円＋（35万円×被保険者数）以下 ２割

【お問い合わせ】
　徳島県後期高齢者医療広域連合　事業課　☎088－677－3666

　ながいき課高齢者医療係　　　　　　　　☎22－8064

世帯主と世帯の被保険者の所得額の合計に応じて、均等割額が
世帯単位で軽減されます。

被保険者均等割額の軽減

基礎控除後の総所得金額等 所得割の軽減割合

58万円以下 ５割

被保険者の基礎控除後の総所得金額等に応じて、所得
割額が軽減されます。

所得割額の軽減

均等割額 所得割額

９割軽減 負担なし

後期高齢者医療制度加入の前日まで、国保・国保組合以外
の健康保険の被扶養者となっていた方が対象となります。

被用者保険の被扶養者であった場合の軽減

【後期高齢者医療制度】保険料率改定のお知らせ

　保険料率は２年ごとに改定を行うこととなっており、平成22年度及び平成23年度の保険料率（被保険者均等割額・
所得割率）が決定しました。
　平成22年４月分から下記の保険料率によって保険料を算定いたします。なお、保険料額の決定は、毎年８月に行
っており、被保険者のみなさまには、お一人ごとに保険料額と納付方法を記載した通知をお送りする予定です。

●保険料の計算方法…被保険者均等割額と所得割額を合計して、個人単位で計算します。保険料の上限は年額50万円です。

　　　保険料　＝　被保険者均等割額　43,990円＋｛（総所得金額等−33万円）×所得割率　8.03％｝

●保険料の軽減…所得の低い方及び国保・国保組合以外の健康保険の被扶養者であった方は、次のとおり保険料が軽減されます。

43,990円（被保険者全員が等しく負担）

被保険者均等割額

8.03％（被保険者が所得に応じて負担）

所得割率

後期高齢者医療制度では、被保険者一人ひとりに納
めていただく保険料は、公費や現役世代の支援金と
ともに、大切な財源となります。

対
象
者　
平
成
23
年
３
月
末
ま
で

に
完
成
で
き
る
方
。（
但
し
、
す

で
に
着
工
さ
れ
て
い
る
方
並
び
に

下
水
道
法
第
４
条
第
11
項
の
認
可

を
受
け
た
区
域
、
伊
島
地
区
生
活

排
水
処
理
事
業
区
域
、
春
日
野
地

域
下
水
道
事
業
区
域
、
豊
香
野
地

区
生
活
排
水
処
理
事
業
区
域
及
び

羽
ノ
浦
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

条
例
第
４
条
に
規
定
す
る
処
理
区

域
は
除
き
ま
す
。
な
お
、
対
象
区

域
に
つ
い
て
は
事
前
に
環
境
保
全

課
ま
で
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。）

補
助
金
等　
補
助
金
の
額
は
、
国

の
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

基
準
額
に
基
づ
き
別
に
定
め
ま
す
。

な
お
、
昨
年
度
の
補
助
金
額
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
５
人
槽
／
33
万
２
千
円

▼
６
〜
７
人
槽
／
41
万
４
千
円

▼
８
〜
10
人
槽
／
54
万
８
千
円

申
請
期
間　
４
月
１
日
㈭
〜
11
月

30
日
㈫
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま

で
。）
た
だ
し
、
予
算
の
範
囲
内

で
申
請
の
順
に
従
っ
て
交
付
す
る

者
を
決
定
し
ま
す
。

※
申
請
書
の
提
出
は
必
要
書
類
を

添
付
の
う
え
、
原
則
と
し
て
浄
化
槽

設
置
工
事
の
初
日
の
８
日
前
ま
で
に

提
出
く
だ
さ
い
。

必
要
な
書
類　

①
補
助
金
交
付
申
請
書

②
浄
化
槽
設
置
届
出
書
ま
た
は
建
築

確
認
通
知
書
の
写
し

③
設
置
場
所
の
案
内
図

④
浄
化
槽
設
置
費
の
見
積
書
の
写
し

⑤
浄
化
槽
の
構
造
図

⑥
浄
化
槽
の
配
置
配
管
図

⑦
住
宅
等
を
借
り
て
い
る
方
は
賃
貸

人
の
承
諾
書

⑧
登
録
証
の
写
し
及
び
登
録
浄
化
槽

管
理
票
（
Ｃ
票
）

⑨
浄
化
槽
設
備
士
免
状
及
び
小
規
模

合
併
処
理
浄
化
槽
施
行
技
術
特
別
講

習
会
受
講
証
の
写
し

⑩
機
能
保
証
制
度
に
基
づ
く
保
証
登

録
証
の
写
し

⑪
浄
化
槽
法
第
７
条
及
び
第
11
条
検

査
手
数
料
払
込
証
明
書

⑫
補
助
金
交
付
申
請
者
本
人
の
最
新

の
納
税
証
明
書
（
市
区
町
村
が
発
行

す
る
も
の
）

問
い
合
せ
は　
環
境
保
全
課
（
☎
22

－

３
４
１
３
）
へ

平
成
22
年
度
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽

補
助
金
申
請
の
受
付
が
は
じ
ま
り
ま
す
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こ
の
活
動
補
助
事
業
は
、
同
和
問

題
を
は
じ
め
、
女
性
、
子
ど
も
、
高

齢
者
、
障
害
者
な
ど
、
様
々
な
人
権

問
題
の
解
決
の
た
め
に
行
う
人
権
教

育
・
啓
発
に
係
る
調
査
・
研
究
活
動

に
対
し
補
助
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
が
自
ら
学
び
、
差
別
を
な
く
す

実
践
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
的
と
し

ま
す
。

補
助
対
象
事
業

　

実
施
主
体
の
自
主
的
な
企
画
に
よ

る
人
権
教
育
・
啓
発
に
係
る
調
査
・

研
究
活
動
を
目
的
と
し
た
事
業

補
助
金
の
交
付
対
象
者

　

事
業
実
施
主
体
は
次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

①
市
の
区
域
内
に
事
務
所
ま
た
は
事

業
所
を
有
し
、
人
権
教
育
及
び
人

権
啓
発
に
関
し
、
自
ら
学
び
差
別

を
な
く
す
実
践
に
取
り
組
む
活
動

の
た
め
の
事
業
を
実
施
す
る
た
め

に
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
構
成
員
が
５
人
以
上
で
あ
る
こ
と
。

③
政
党
そ
の
他
の
政
治
的
団
体
の
役

員
と
な
り
、
ま
た
は
積
極
的
に
政

治
運
動
を
し
て
い
な
い
こ
と
。

④
宗
教
団
体
で
な
い
こ
と
。

⑤
営
利
を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
い

こ
と
。

補
助
金
の
申
請

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す

る
団
体
は
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申

請
書
類
の
提
出
が
必
要
で
す
。

①
団
体
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代

表
者
の
名
前
・
住
所
等

②
活
動
計
画
書

③
補
助
金
交
付
申
請
額
及
び
活
動
に

要
す
る
と
見
込
ま
れ
る
経
費
の
明

細
書

補
助
対
象
経
費

　

事
業
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
、
次

の
経
費
が
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
講
師
等
謝
金

②
講
師
等
旅
費

③
会
場
等
施
設
使
用
料

④
資
料
印
刷
代
等
消
耗
品
費

⑤
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
経

費
補
助
金
の
額

　

補
助
金
は
、
一
団
体
に
つ
き
活
動

に
要
す
る
補
助
対
象
経
費
の
合
計
額

と
10
万
円
の
う
ち
い
ず
れ
か
少
な
い

額
と
し
ま
す
。

　

申
請
多
数
の
時
は
、
抽
選
に
よ
り

決
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

補
助
事
業
数

　

補
助
金
の
交
付
は
、
予
算
の
範
囲

内
で
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
一
申
請

団
体
に
つ
き
１
回
と
し
ま
す
。

申
請
期
間　
４
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
啓
発
課
（
☎

22
－

３
０
９
４
）
へ

平成22年度　第１回
阿南市人権教育・啓発市民講座
日　時　４月27日㈫　午後2時〜3時30分
会　場　文化会館　１階　視聴覚室
講　師　中西　文義　さん （阿南市講師団講師）
演　題　ぬくもりのあるまちづくりを目指して
問い合わせは　人権啓発課（☎22－3094）へ

　

岩
手
県
山
あ
い
の
沢
内
村
（
現
・

西
和
賀
町
）
は
１
９
６
０
年
代
、
深

沢
村
長
を
中
心
に
「
生
命
尊
重
」
の

理
念
を
掲
げ
、
全
国
に
先
が
け
て
老

人
と
乳
児
の
医
療
費
無
料
化
を
実
現

さ
せ
、
最
悪
だ
っ
た
乳
児
死
亡
率
を

全
国
で
初
め
て
乳
幼
児
死
亡
率
ゼ
ロ

に
す
る
偉
業
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

こ
の
映
画
は
、
沢
内
村
の
教
育
長
、

助
役
、
そ
し
て
村
長
を
務
め
た
深
沢

晟
雄
と
村
民
た
ち
の
姿
を
描
い
た
物

語
で
す
。

　

監
督
は
「
日
本
の
青
空
」
に
続
き

大
澤
豊
。
撮
影
は
阿
南
市
出
身
の
丸

池
納
。
出
演
は
長
谷
川
初
範
、
と
よ

た
真
帆
、
加
藤
剛
ら
。

　

丸
池
納
氏
が
久
し
ぶ
り
に
帰
郷
し

こ
の
映
画
に
つ
い
て
の
思
い
を
語
り

ま
す
。

日　
時　
４
月
18
日
㈰　

①
午
前
10
時
30
分
：
映
画
上
映

②
午
後
12
時
35
分
：
丸
池
さ
ん
講
演

③
午
後
２
時
：
映
画
上
映

場　
所　
文
化
会
館
夢
ホ
ー
ル

入
場
料　
前
売
：
１
，
０
０
０
円
、

当
日
：
一
般
・
大
学
生　

１
，
３
０

０
円
、
小
・
中
・
高
生
・
シ
ニ
ア

（
60
歳
以
上
）
１
，
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
は　
あ
な
ん
で
映
画
を

み
よ
う
会　

篠
原
（
☎
22

－

９
８
５

９
）
へ

映
画
上
映
会
と
講
演
会

い
の
ち
の
山
河　

日
本
の
青
空
Ⅱ

丸池　納さん
　横見町出身。富岡西高卒業。今村昌平監督の「復讐
するは我にあり」で撮影助手を務める。昭和61年根
岸吉太郎監督の「ウホッホ探検隊」で撮影監督として
一本立ち。以後、撮影監督として、「刑事物語５・や
まびこの歌」「上海バンスキング」「眠る男」「絆」や「ジ
ャンプ」などを手がける。アジア太平洋映画祭最優秀
撮影賞など数々の賞に輝き、日中合作映画等国際的に
も活躍する撮影監督である。平成５年から多摩美術大
学非常勤講師、平成19年より桜美林大学専任准教授。

阿
南
市
出
身　
撮
影
監
督 

丸
池　
納
さ
ん

人権教育・啓発
〈連載72〉

阿
南
市
人
権
教
育・啓
発
に
係
る

調
査・研
究
活
動
補
助
事
業
の
お
知
ら
せ
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●	

新
ご
み
処
理
施
設

　

２
月
20
日
に
事
業
者
選
定

委
員
会
を
開
催
し
、
各
企
業

グ
ル
ー
プ
か
ら
提
出
さ
れ
た

提
案
書
に
つ
い
て
、
評
価
検

討
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
３
月
下
旬
に
最
優

秀
事
業
者
の
選
定
を
終
え
る

と
と
も
に
、
基
本
協
定
書
の

締
結
を
行
う
予
定
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
昨
年
10
月
か
ら
実
施
し

て
お
り
ま
し
た
「
生
活
環
境
影
響
調

査
」
の
分
析
・
予
測
作
業
を
１
月
末

に
終
え
ま
し
た
の
で
、
２
月
10
日
か

ら
４
会
場
に
お
い
て
地
元
説
明
会
を

開
催
し
、
調
査
結
果
を
ご
説
明
し
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
新
施
設
の
整
備
に
関
す

る
進
捗
状
況
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
の
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

随
時
情
報
提
供
を
行
い
、
市
民
の
皆

様
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
環
境
と

地
域
に
優
し
い
施
設
に
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●	

学
校
施
設
整
備

　

学
校
は
子
ど
も
た
ち
が
長
い
時
間

を
過
ご
す
小
さ
な
社
会
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
快
適
で
十
分
な
安
全
性
や
衛

生
的
で
環
境
に
も
配
慮
し
た
施
設
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
方
で
は
、
地
震
な
ど
の

災
害
発
生
時
に
は
、
地
域
に
お
け
る

防
災
拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割
を
担

う
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
私
は
、
学

校
施
設
の
耐
震
化
を
市
政
の
重
要
施

策
に
掲
げ
、
計
画
的
な
促
進
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
学
校
施
設
耐
震
化
に
つ

き
ま
し
て
は
、
桑
野
小
学
校
な
ど
４

小
学
校
で
耐
震
補
強
設
計
を
行
っ
た

ほ
か
、
羽
ノ
浦
中
学
校
は
校
舎
棟
の

２
棟
と
阿
南
第
二
中
学
校
の
普
通
教

室
棟
と
特
別
教
室
棟
、
さ
ら
に
富
岡

幼
稚
園
の
園
舎
に
つ
き
ま
し
て
も
耐

震
補
強
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
島
小
学
校
の
管
理
棟
、

富
岡
小
学
校
の
管
理
棟
と
普
通
教
室

棟
の
耐
震
補
強
工
事
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
事
業
と
い
た
し
ま
し

て
、
今
津
小
学
校
な
ど
５
校
で
耐
震

補
強
設
計
を
行
う
ほ
か
、
小
学
校
で

は
、
桑
野
、
岩
脇
、
羽
ノ
浦
各
小
学

校
の
校
舎
と
吉
井
小
学
校
の
屋
内
運

動
場
、
中
学
校
で
は
引
き
続
き
阿
南

第
二
中
学
校
の
屋
内
運
動
場
の
耐
震

補
強
工
事
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

校
舎
の
改
築
に
つ
き
ま
し
て
は
、

福
井
小
学
校
の
一
部
校
舎
の
改
築
が

完
成
し
、
引
き
続
き
那
賀
川
中
学
校

の
改
築
実
施
設
計
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

平
成
22
年
度
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
阿
南
第
一
中
学
校
の
改
築
工
事

を
引
き
続
き
進
め
る
と
と
も
に
、
那

賀
川
中
学
校
、
阿
南
中
学
校
の
改
築

に
つ
き
ま
し
て
も
、
国
の
状
況
を
注

視
し
な
が
ら
計
画
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●	

地
域
福
祉
計
画

　

近
年
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
の
機

能
が
次
第
に
低
下
し
て
き
て
お
り
ま

す
。
今
回
策
定
し
よ
う
と
す
る
計
画

は
、
こ
う
し
た
社
会
的
背
景
を
受
け
、

行
政
・
市
民
・
社
会
福
祉
事
業
者
等

が
協
働
し
て
地
域
福
祉
・
安
全
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
新
し
い

体
制
づ
く
り
の
拠
り
所
と
な
る
こ
と

を
目
指
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
地
域
福
祉
を
推
進

す
る
に
当
た
り
、
市
が
担
う
サ
ー
ビ

ス
や
役
割
を
定
め
る
と
共
に
、
既
に

で
き
あ
が
っ
て
い
る
介
護
保
険
事
業

計
画
な
ど
の
個
別
計
画
を
包
括
し
、

「
福
祉
の
総
合
化
」
の
推
進
を
図
る

計
画
で
あ
り
ま
す
。

　

策
定
の
流
れ
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

本
年
度
に
実
施
し
た
市
民
の
意
向
を

知
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
基

に
、
平
成
22
年
度
に
は
、「
地
域
福

祉
計
画
策
定
委
員
会
」
に
対
し
、
計

画
策
定
の
重
要
事
項
の
調
査
審
議
を

諮
問
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
手
順
に
よ
り
「
住
民
参

加
」
と
い
う
法
律
の
趣
旨
を
十
分
に

反
映
し
な
が
ら
、
平
成
22
年
度
中
に

は
本
計
画
を
完
了
さ
せ
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

●	

雇
用
対
策

　

厳
し
い
経
済
情
勢
の
な
か
、
不
安

定
な
雇
用
情
勢
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
本
市
で
は
、

本
年
度
、
国
の
新
た
な
交
付
金
事
業

を
活
用
し
、
雇
用
機
会
を
創
出
す
る

事
業
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金

事
業
」
と
し
て
、
特
別
支
援
児
童
介

助
事
業
な
ど
の
６
事
業
で
15
人
を
、

「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
」
と
し
て
、

科
学
セ
ン
タ
ー
活
動
支
援
事
業
な
ど

の
16
事
業
で
35
人
を
雇
用
い
た
し
ま

し
た
。

　

平
成
22
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、

引
き
続
き
、
こ
れ
ら
の
交
付
金
事
業

を
活
用
し
60
人
の
雇
用
を
計
画
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
緊
急
的
な
雇
用

創
出
に
加
え
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や

国
・
県
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
さ

ら
に
深
め
、
中
小
企
業
の
「
緊
急
融

資
制
度
」
等
へ
の
迅
速
な
事
務
対
応

や
、
市
内
事
業
所
へ
の
就
職
促
進
活

動
な
ど
、
雇
用
・
失
業
情
勢
の
回
復

に
向
け
て
継
続
的
な
対
策
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●	

起
業
家
支
援

　

阿
南
市
イ
ン
キ
ュ
べ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
開
設
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
空
き
建
物
を
借
り

上
げ
、
改
修
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

３月定例市議会 市長所信
　３月議会が３月２日から25日までの24日間の日程で開催されました。
　開会日には、議案審議に先立ち、当面する市政の重要課題につきまして、市長より所
信が表明されます。
　今議会で表明された主な内容につきましては、次のとおりです。
＊なお、紙面の関係で一部を抜粋し、要旨部分のみ掲載しています。全文をご覧になりたい方は、市ホーム

ページをご覧ください。また、後日作成されます市議会会議録は市立図書館等で閲覧することができます。

広報平成22年（2010年）4月1日 〔第621号〕 1�



よ
り
11
件
減
少
し
た
も
の
の
、
住
宅

火
災
13
件
を
含
め
30
件
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

火
災
に
よ
る
犠
牲
者
を
な
く
す
た

め
、
平
成
18
年
に
消
防
法
が
改
正
施

行
さ
れ
、
住
宅
に
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
、
本
市
の
火
災

予
防
条
例
に
お
い
て
も
平
成
23
年
５

月
31
日
ま
で
に
、
全
て
の
住
宅
に
火

災
警
報
器
の
設
置
を
義
務
づ
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
火
災
警
報

器
な
ど
の
設
置
に
つ
い
て
周
知
す
る

と
と
も
に
、
火
災
予
防
の
啓
発
を
強

力
に
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
出
動
は
２
，
９
２
０

件
で
、
一
昨
年
よ
り
16
件
増
加
し
て

お
り
、
毎
年
増
加
傾
向
に
ご
ざ
い
ま

す
。

　

特
に
軽
傷
者
の
搬
送
が
44
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
て
お
り
、
緊
急
を
要
す

る
患
者
搬
送
の
迅
速
な
対
応
を
図
る

た
め
に
も
、
救
急
車
の
適
正
な
使
用

に
つ
い
て
積
極
的
に
広
報
活
動
を
行

っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

市
政
の
根
幹
で
あ
る
災
害
に
強
い

町
づ
く
り
と
、
市
民
の
安
全
安
心
の

確
保
を
図
る
た
め
、
更
な
る
消
防
防

災
行
政
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

一
般
質
問
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

来
月
発
行
さ
れ
ま
す
「
阿
南
市
議

会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

た
当
該
施
設
が
ま
も
な
く
完
成
い
た

し
ま
す
。

　

現
在
、
施
設
利
用
者
の
公
募
、
選

定
作
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
し
て
、
近
日
中
に
第
１
期
の

使
用
者
の
方
々
を
決
定
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
新
年
度
４
月
早
々

に
も
オ
ー
プ
ン
す
る
べ
く
、
諸
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
産
業
支
援
・

研
究
開
発
体
制
の
確
立
を
図
り
、
新

製
品
・
新
技
術
の
開
発
や
技
術
の
高

度
化
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
育
成
な

ど
こ
れ
ま
で
以
上
に
起
業
化
を
支
援

し
て
い
く
た
め
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

将
来
は
市
内
の
遊
休
地
な
ど
に
新
た

な
工
場
を
建
設
し
、
内
発
型
の
起
業

家
を
育
成
・
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

産
学
官
連
携
の
下
、
起
業
を
志
す

方
々
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
し
、
一

層
の
地
元
企
業
の
育
成
、
地
域
振
興

に
寄
与
す
る
べ
く
、
当
該
施
設
の
有

効
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

●	

野
球
の
ま
ち

　

野
球
が
本
市
に
と
っ
て
地
域
振
興

の
重
要
な
資
源
で
あ
る
と
の
認
識
に

た
ち
、
こ
の
３
年
間
、
四
国
九
州
ア

イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
の
公
式
戦
を
は
じ

め
欽
ち
ゃ
ん
球
団
や
プ
ロ
マ
ス
タ
ー

ズ
の
交
流
戦
、
各
種
大
会
を
誘
致
し

た
ほ
か
、
昨
年
は
大
阪
市
立
大
学
野

球
部
の
キ
ャ
ン
プ
、
野
球
観
光
ツ
ア

ー
等
を
通
じ
、
本
市
の
活
性
化
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
さ
ら
に
創
意
工
夫
を
こ
ら

し
、
野
球
に
よ
る
地
域
振
興
を
確
た

る
も
の
に
す
る
た
め
、
生
涯
野
球
大

会
の
模
範
で
も
あ
り
、
全
国
か
ら
２

０
０
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
ア
マ
チ
ュ

ア
野
球
王
国
長
野
県
へ
の
視
察
団
を

平
成
22
年
度
に
計
画
し
て
お
り
、
広

く
市
民
の
皆
様
の
参
加
を
呼
び
か
け

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
実
施
し
好
評
を
得
ま

し
た
野
球
観
光
ツ
ア
ー
に
つ
き
ま
し

て
も
年
間
20
チ
ー
ム
程
度
を
誘
致
す

る
べ
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

野
球
と
い
う
潜
在
的
な
観
光
資
源

の
掘
り
起
こ
し
は
新
た
な
宿
泊
客
の

増
加
を
生
み
、
関
連
産
業
に
対
す
る

経
済
効
果
が
益
々
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、「
野
球
の
ま
ち
阿
南
」

の
名
を
不
動
の
も
の
と
す
る
た
め
に

も
、
施
設
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

大
学
野
球
だ
け
で
な
く
、
実
業
団

野
球
や
プ
ロ
野
球
の
キ
ャ
ン
プ
誘
致

に
繋
げ
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、
屋

内
練
習
場
の
建
設
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
、
県
と
の
調
整
や

地
質
、
風
向
風
力
等
の
環
境
調
査
、

先
進
地
視
察
等
を
行
い
、
本
市
に
適

し
た
練
習
場
の
早
期
完
成
に
向
け
て

鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●	

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
建
設

　

市
内
に
若
者
が
気
軽
に
集
え
る
場

所
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
環
境
面
、
地
理
的
条
件
等
に

配
慮
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
市
の
活
性
化
に
繋
げ
る
観
点
と
合

わ
せ
建
設
を
計
画
し
て
お
り
、
若
者

同
士
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
本

市
の
魅
力
再
発
見
の
場
に
も
な
る
こ

と
を
重
ね
て
期
待
す
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
後
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
に
関

す
る
情
報
を
よ
り
詳
細
に
収
集
し
な

が
ら
、
建
設
に
向
け
て
必
要
な
デ
ー

タ
の
調
査
に
着
手
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●	

教
育
行
政

　

平
成
18
年
に
改
正
さ
れ
た
教
育
基

本
法
の
理
念
や
新
た
に
発
生
し
て
き

た
教
育
課
題
に
も
適
切
に
対
応
す
る

た
め
、
基
本
的
な
施
策
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
の

指
針
と
し
て
、「
阿
南
市
教
育
振
興

計
画
」
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
本
市
の
教
育
委
員

会
が
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
ま
い
り

ま
し
た｢

阿
南
市
教
育
行
政
重
点
施

策｣

の
体
系
・
基
本
理
念
を
根
幹
と

し
て
、「
阿
南
市
総
合
計
画
」
を
は

じ
め
、国
の
「
教
育
振
興
基
本
計
画
」、

県
の
「
徳
島
県
教
育
振
興
計
画
」、

教
育
関
連
の
法
制
度
や
本
市
の
施

策
・
事
業
と
の
整
合
性
を
図
っ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
計
画
概
要
に
つ
き

ま
し
て
は
、
国
・
県
の
動
向
や
策
定

の
趣
旨
、
平
成
22
年
度
か
ら
10
年
間

の
教
育
行
政
の
基
本
理
念
と
施
策
体

系
、
今
後
５
年
間
の
教
育
目
標
と
分

野
別
推
進
施
策
等
を
示
す
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
は
、
本
計
画
を
推
進
す
る

た
め
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
・
行
政

と
の
協
働
、
情
報
の
共
有
や
全
庁
的

な
推
進
体
制
の
構
築
を
図
る
と
と
も

に
、
計
画
の
実
施
状
況
や
達
成
評
価

を
毎
年
行
い
、
施
策
事
業
の
見
直
し

を
適
宜
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

今
後
と
も
本
市
の
教
育
理
念
で
あ
り

ま
す
「
共
に
生
き
、
豊
か
な
心
で
個

性
輝
く
人
づ
く
り
」
の
定
着
・
実
現

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

●	

消
防
・
防
災
対
策

　

国
の
内
外
を
問
わ
ず
各
地
で
地
震
、

火
災
ま
た
風
水
害
等
で
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
消
防
本
部

の
災
害
対
応
資
機
材
整
備
の
充
実
は

も
と
よ
り
、
各
地
域
で
直
接
災
害
対

応
に
あ
た
る
消
防
団
の
施
設
の
整
備

を
図
る
必
要
が
あ
り
、
平
成
22
年
度

に
、
人
命
救
助
用
資
機
材
と
し
て
救

助
用
具
（
レ
ス
キ
ュ
ー
セ
ッ
ト
）
を

全
分
団
に
配
備
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
の
本
市
で
の
火
災
発

生
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
昨
年
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巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間
13日 火 福 井 中 学 校 前 12：50〜13：30

巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間 旧 福 井 南 小 学 校 前 13：45〜14：15
４月２日 金 阿 南 荘 前 13：30〜14：00 阿 南 農 協 会 館 前 15：30〜16：00

　 　 老 人 ホ ー ム 福 寿 荘 14：20〜14：50 14日 水 上 中 分 館 前 14：20〜15：00
王 子 製 紙 社 宅 前 15：00〜15：30 15日 木 大 潟 分 館 前 14：00〜14：30

　  ７日 水 新 野 公 民 館 前 13：45〜14：20 　 見 能 林 公 民 館 前 14：40〜15：10
　 新 野 駅 前 14：30〜15：00 16日 金 椿 公 民 館 前 13：45〜14：15

８日 木 加 茂 谷 中 学 校 前 12：50〜13：20 　 　 旧 椿 泊 保 育 所 前 14：30〜15：00
　 　 吉 井 町 集 会 所 前 13：40〜14：20 　20日  火 橘 町 井 内 新 聞 店 前 13：50〜14：30

大 野 公 民 館 前 14：30〜15：00  　 　 阿 南 県 営 住 宅 前 14：40〜15：10
９日 金 桑野コミュニティーセンター前 14：10〜14：40  　21日 水 長 生 公 民 館 前 13：30〜14：00

　 山 口 分 館 前 14：50〜15：20 宝 田 公 民 館 前 14：10〜14：40

どなたでも無料でご利用いただけます。
なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。

移動図書
館「わかたけ号」巡回日程表

阿南図書館　☎23－2020

那賀川図書館　☎42－3111
（休館日）５日・12日・19日・26日・29日・30日
（開館時間）午前10時〜午後６時
（ボランティアからのお知らせ）

・阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業 　
　４月10日㈯
　午前８時30分〜10時
　※雨天の場合は18日㈰に延期
（おはなし会）－おはなしのポケット主催－

４日・11日・18日・25日
午前11時〜

阿南図書館　☎23－2020
（休館日）５日・12日・19日・26日・29日・30日
（開館時間）平日　午前９時〜午後６時

 （土・日は 午後５時まで）
（おはなしひろば）

－おはなしひろば・ひまわり主催－
４日・11日・18日・25日
午後２時〜３時

（ぴよちゃんくらぶ）
－赤ちゃん（０〜３歳）のためのおはなし会－
８日・22日
午前10時30分〜11時

（休館日）５日・12日・19日・26日・30日
（開館時間）午前10時〜午後６時
（おはなし会）－こすもすおはなし会主催－ 

３日・10日・17日・24日　午後２時〜

羽ノ浦図書館　☎44－2100

読書の楽しみを広げよう！
2010 年は国民読書年

Let’s enjoy

　平成 20 年６月の国会決議で、2010 年を「国民

読書年」とすることが決定され、国をあげてあらゆ

る努力を重ねていくことが宣言されました。

図書館を活用して読書の楽しみを広げよう！
　ほかの人の考え方を知ったり、ストーリーに感動

したり、新しい知識を得られたり…。読書にはさま

ざまな楽しみがあり、読む人の心を豊かにしてくれ

ます。皆さんも身近な図書館で読書の楽しみを広げ

てみませんか。

〜本の貸出・予約に関するお問い合わせは図書館まで〜

阿南市立図書館だより

としょかんライフ
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情報文化センターからのお知らせ

★こども科学フェスティバル（参加無料）

　ゴールデンウィークの５月２日〜５日の４日間、恒例の「こ
ども科学フェスティバル」を行います。くわしくは次号広報
をご覧ください。

★科学センター友の会会員を募集

　科学センターでは平成22年度の友の会会員を募集してい
ます。科学センター友の会は、原則毎月１回のペースで例会
を行い、楽しく色々な科学体験、科学工作、ものづくりを体
験していただくというものです。そのほか、定期に行われて
いる昼夜の天体観望会に無料で参加することができます。お
友だちをお誘い合わせのうえ、ぜひお申し込みください。な
お、活動は５月よりスタートいたします。
年会費　個人会員 2,000円 
　　　　家族会員 3,000円（同居の方なら何人でも可）
申し込み方法
　科学センターにある申込書に必要事項を記入し、窓口にて
会費を添えてお申し込みください。

★阿南市少年少女発明クラブ参加者募集

　科学センターでは、平成22年度の阿南市少年少女発明ク
ラブのクラブ員を募集しています。対象は小学校４年〜６年
です。くわしい参加方法や内容などは、市内の学校を通じて
配布されるチラシをご覧ください。

★昼間も星が観察できます

　天文館では、夜間だけでなく、昼間も星を観察することが
できます。青空をバックにキラキラ輝く星をご覧ください。
○昼間の星の観望会実施日および時間（予約不要）
実施日　毎週土曜日・日曜日・祝日、春休みなどの長期休業日
時　間　14：45〜（悪天候中止）有料（おひとり100円）

★夜間観望会で土星が見ごろ！

　４月から６月ごろにかけて、人気 No.1 の天体、「土星」
を見ることができます。土星はご存知のとおり、美しい環を
持つ天体で、望遠鏡で見るその姿はたいへん幻想的です。

　ぜひ、皆さんも夜間観望会に参加して、この美しい土星の
姿をご自分の目でご覧ください。（悪天候の場合は中止とな
ります。）

４月の夜間天体観望会
（それぞれ 19：00、20：00、21：00 要予約・有料）

実施日 大型天体望遠鏡で見えるおすすめの天体
４月 3日㈯ 土星、火星、ぎょしゃ座の星団

10日㈯ 土星、火星、木星状星雲
17日㈯ 土星、火星、おおぐま座の銀河
24日㈯ 土星、火星、月、うしかい座のアークトゥルス

★おもしろ科学実験（参加無料）

　毎週土・日曜日11：00と14：00、春休み中の平日は14：
00から実施。

実施日 テーマ
４月 1日㈭ 石灰岩をみがき化石を観察しよう

2日㈮ 鉄の綿で火をおこしてみよう
3日㈯ 水蒸気は何度？水蒸気で火をつけよう！
4日㈰ 風でうまく風船を吸い上げられるだろうか
6日㈫ 切れても聞こえるスピーカー
7日㈬ 風船を使ってベルヌーイの定理を体験しよう

10日㈯ 圧電素子でおもしろ実験
11日㈰ 空中放電の電光を見てみよう
17日㈯ 野菜汁で酸性・アルカリ性を調べよう
18日㈰ 石灰岩でたまご焼きをしよう
24日㈯ ペルチェ素子で発電しよう
25日㈰ フランクリン沸騰器のしくみ

★科学の広場（参加無料）

　子ども向け。10：30と13：30から実施。
実施日 テーマ

４月４日㈰ コップで虹を作る分光器を作ろう
29日㈭㈷ いやいやをするおもしろい蛇を作ろう

科学センターからのお知らせ

問い合わせは
阿南市科学センター（☎42−1600　FAX 42−3652）へ
◎休館日：４月５日㈪、12日㈪、19日㈪、26日㈪
◎ホームページ：http://www.ananscience.jp/science/

●イベント情報配信サービスのご案内

　コスモホールで開催する演奏会などのイベント情報を、Ｅ
メールでご案内いたします。ご希望の方は下記のアドレスま
で「イベント情報希望」と記したメールを送信ください。折
り返し、確認メールを返信いたします。

cosmohall@hanoura-anan.jp
　お送りいただきましたメールは、個人情報保護法に基づき
取り扱い、コスモホールイベント情報配信サービス以外の目
的で使用することはございません。

●22年度コスモホール〈イベント開催予定〉

 6月頃　第12回　コスモホールジュニアコンサート
 7月頃　第11回　あなんサマーコンサート
 9月頃　第 3回　コスモホール音楽祭
12月頃　第11回　クリスマスライブ
 1月頃　劇団四季ファミリーミュージカル
 2月頃　第12回　邦楽への招待
 3月頃　第14回　明治大学マンドリン倶楽部演奏会
＊上記イベントの詳細は順次「広報あなん」ほかでお知らせ

します。どうぞお楽しみに。

問い合わせは　阿南市情報文化センター（☎ 44−5000）へ　　◎４月の休館日：５日、12日、19日、26日
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約100人が就活
第５回市内企業就職面談会

　阿南市内の企業で就職をめざ
す方のための「就職面談会」が
２月24日、市内のホテルで行
われました。
　長引く経済不況により新たに
職を得ることは難しい社会情勢
ですが、それでもまだまだ阿南
には元気な企業がたくさんあり
ます。阿南市では阿南商工会議
所と連携して、平成19年度か
ら「地域雇用創造推進事業」に
取り組み、時代の潮流に対応で
きる人材の育成や就業支援等を
実施しています。
　過去４回の開催で約400人の
方が面談会に参加し、４割の方
が就職を果たしています。今回
の面談会には、製造関係や介護
事業、設計や販売、サービス業
など、幅広い職種から16事業
所が参加し、約100人の方が面
談に臨んでいました。

ニュースオアシスNews Oasis

同じ名前の「あなん」から
友好のお客様が来市

　「阿南」「新野」といった同じ名前を
持つ長野県阿南町から、13名の町議
団が議員研修の一環として、２月12
日阿南市に来られました。
　阿南市から、約470㎞離れた長野県
阿南町ですが、名前が取り持つ縁で、
お互いの地には幾度となく訪問しあっ
ており、名前だけでなく、お祭りや人
形芝居など、民俗や文化面も似ている
ところがある両「阿南」です。
　その交流の始まりは、平成４年に春
の選抜高校野球大会に出場した新野高
校への応援がきっかけでした。その後、
「新

あらたの
野小」と「新

にい
野
の

小」の両児童間で
の手紙のやり取りを経て、平成17年
からは民間や、役所同士による相互交
流が行われています。
　４月になると市役所の前庭には阿南
町から贈られた「りんごの木」が可憐
な花を咲かせます。そこで今回の表敬
に際して阿南市からは市木である「梅
の木」が贈られました。

蒲生田岬を歩いて点検する関係者ら。

阿南市の紹介コーナーを見る来場者。

脳卒中にならないために
健康講演会

　２月17日、ひまわり会館では「脳卒中に
ならないために」と題した健康講演会が行わ
れ、集まった約100人の参加者が熱心に聞き
入っていました。
　脳卒中は、がんや心臓病と並んで、日本人
の死亡三大原因の一つですが、糖尿病や高血
圧、脂質異常症といった生活習慣病が原因と
なる病気です。
　講師の濱田邦美医師は、「メタボ（内臓脂
肪型肥満）を予防することがあらゆる病気の
予防にもつながる」と話して、日頃からの適度
の運動と食生活の点検を呼びかけていました。
　会場からは、「動脈硬化は遺伝するのか」「手
足の冷えとのぼせを解消する方法は」などの
質問が相次ぎ、関心の高さが窺えました。
　まずは脳卒中予防のために、生活習慣を見
直すことが大事です。また脳梗塞では、発症
から 3 時間以内しか使えない治療薬もあり、
早期に治療を開始することが大切です。もし

「ろれつがまわらない」「片方の手足が動かな
くなった」などの症状が現れた場合は、すぐ
に専門医に受診しましょう。

阿南町では、梅の花は３月末にならないと開花しないそうで、この時期珍しいと大喜びでした。企業ごとにわかれて、面談が行われました。

健康についてわかりやすく学べると好評。
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ニュースオアシスNews Oasis

「光まわり回廊〜阿南〜」の
魅力アップを研究

　四国の魅力的な地域資源を点検し、さら
なる魅力アップを図るため、国が進めている
「四国風景街道」に登録された12地域の関
係者ら約50人が２月16日、阿南市で景観の
点検を行うとともに、その改善策等について、
意見を交換し合いました。
　四国各地で観光に携わる、市外旅行者の
視点で点検することによって、普段気づかな
い景観の特性や課題など、改めて発見され
ることがあります。
　市外からの参加者からは「目的地に到着
するまでの案内表示をもう少し丁寧にしては
どうか」とか、「岬を有する自治体間でサミッ
トを開催しよう」などの意見が出されていま
した。
　四国風景街道は県内ではその他に「いや
しもてなし神山街道」と「三好市秘境ロマン
街道」が登録され、他県も３街道ずつ登録さ
れています。それぞれが連携しながら四国の
魅力がより多くの方に知られていくことを願
っています。

蒲生田岬を歩いて点検する関係者ら。

阿南市の紹介コーナーを見る来場者。

前原国土交通大臣に説明する岩浅市長。

国土交通大臣に
四国横断道の早期完成を要望

　阿南市が抱える重要課題である
「①四国横断自動車道の早期完成と
桑野・福井道路の整備促進②長安口
ダム改造事業の早期完成③那賀川無
堤地区の解消」について、岩浅市長
と嶋尾議長及び平尾商工会議所会頭
ら、産・官・議会議員約20人が上
京し、霞ヶ関の官庁を中心に１月
28日と29日の２日間において、 要
望活動を行いました。
　岩浅市長は、前原誠司国交大臣を
前に渇水時の状況や無堤地区の浸水
状況について、写真と資料を基に説
明するとともに、地域の発展や活性
化、災害時での命の道として、いか
に道路の早期完成を待ち望んでいる
か、地元の声を訴えたところ、「よ
くわかりました」と前原大臣は理解
を示しました。なお、同様の要望は
徳島県選出の仙石由人国家戦略大臣
に対しても行われました。

四国のＡＭＡに来ませんか
大阪で観光キャンペーン

　阿南市（Ａ）、室戸市（Ｍ）安芸
市（Ａ）の三市が連携して四国東南
地域の魅力を紹介するため、２月５
日と６日の２日間大阪の梅田地下街
で初めての観光キャンペーンを行い
ました。
　会場となった同地下街の広場「デ
ィアモール大阪」は、１日約40万
人の人々が行き交う関西屈指の繁華
街であり、テレビで放映中の「龍馬
伝」に関連して、坂本龍馬や岩崎弥
太郎のキャラクターぬいぐるみがＰ
Ｒすると「あっ」という人だかりが
出来る人気ぶりで、集まった人たち
にはアンケートに協力してもらうと
ともに観光パンフレットなどが手渡
されていました。
　大阪から四国は車で数時間で来れ
る好位置にあり、今後もＡＭＡの魅
力を知ってもらうために積極的にＰ
Ｒ活動に取り組んでいきます。
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け
声
が
ピ
ッ
タ
リ
と
合
っ
て
く
る
。
本
当

に
気
持
ち
の
い
い
瞬
間
だ
。
ま
だ
幼
い
子

ど
も
た
ち
が
気
持
ち
を
集
中
さ
せ
、
お
互

い
の
音
を
確
認
し
合
い
な
が
ら
曲
を
奏
で

て
い
く
。
成
功
し
た
時
に
は
本
当
に
感
動

さ
せ
ら
れ
る
。

　

子
ど
も
太
鼓
は
、
園
児
か
ら
小
学
生
ま

で
の
子
ど
も
と
保
護
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
で
活
動
し
、
老

人
施
設
の
慰
問
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
ど
こ
か
で

太
鼓
の
音
に
出
会
っ

た
ら
、
足
を
止
め
て

聞
い
て
欲
し
い
。
私

た
ち
は
聞
い
て
く
だ
さ
る
方
々
に
元
気
を

届
け
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
練
習
に

励
み
た
い
と
思
う
。

　

な
お
、
練
習
は
金
曜
日
の
午
後
７
時
か

ら
宝
田
公
民
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
一
緒
に
太
鼓
を
打
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

次
は
、
宝
田
町
の
鶴
羽
智
子
さ
ん
に
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
澤　

三
朗

う
ら
ら
か
や
水
琴
窟
の
時
刻
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
口
恵
美
子

山
笑
う
善
男
善
女
島
め
ぐ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

荻
原　

朝
子

神
の
杜
風
に
研
が
れ
て
椿
落
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
野　

喜
美

蟹
を
食
ぶ
蟹
の
息
は
く
日
本
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
野
千
鶴
子

豆
撒
く
や
声
の
大
き
い
寺
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
川　

良
子

花
菜
風
農
事
放
送
つ
れ
て
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
藤　

豊
子

若
者
は
東
京
よ
り
の
冬
遍
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
岡　
　

侃

雨
雫
梅
の
蕾
の
光
り
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
藤
千
鶴
子

一
山
の
笑
い
初
め
や
球
の
音

阿
南
川
柳
会
会
長

喜

多

倉

吉　

選

川　

柳

鈴
木
レ
イ
子

命
燃
や
す
子
規
か
ら
学
ぶ
句
の
こ
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

臣
守　

愛
香

ゼ
ロ
才
の
曽
孫
に
願
う
神
の
慈
悲

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野　

知
子

想
い
出
も
ス
ト
レ
ス
も
み
な
燃
え
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
階
千
代
美

信
じ
て
た
人
に
も
あ
っ
た
刺
ひ
と
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

敏
子

言
い
勝
っ
て
淋
し
い
夜
の
星
の
数

阿
南
市
文
化
祭

短
歌
大
会
作
品

短　

歌

吉
形　

和
恵

パ
ソ
コ
ン
を
人
差
指
の
二
拍
子
に
キ
ー
ボ
ー
ド
打
つ

古
希
近
き
吾

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
浅
タ
ミ
子

残
暑
の
畑
に
群
れ
立
つ
カ
ン
ナ
の
あ
か
あ
か
と
不
動

明
王
の
火
焔
思
わ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

芙
美

手
術
終
え
し
夫
に
付
き
添
う
病
室
の
夕
明
り
し
て
遠

山
か
す
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
鶴　

圭
治

稲
刈
り
が
終
れ
ば
鳥
の
食
事
場
に
変
り
て
落
穂
楽
し

く
啄
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本
久
美
子

「
太
陽
が
か
じ
ら
れ
て
る
」
と
日
蝕
見
る
こ
の
視
点

に
は
も
う
戻
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

茂
美

ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
霊
園
を
ゆ
く
夫
よ
亡
き
弟
と
酌
む

酒
抱
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
浅　

久
枝

陽
の
あ
る
う
ち
に
夫
と
夕
餉
を
い
た
だ
き
ぬ
気
楽
さ

に
や
や
侘
し
さ
も
添
う

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳　

句

 

井
坂　

草
朗

立
春
の
空
広
々
と
弦
鳴
ら
す

427

市
民
文
芸

子
ど
も
太
鼓
の
響
き

柳 島 町
石井江里奈さん

　
「
ド
ン
ド
ン
！
カ
ッ
カ
…
」
全
身
に

響
く
和
太
鼓
の
音
。
こ
の
力
強
い
音
色

に
出
会
っ
た
の
は
三
年
前
。

　

華
麗
な
バ
チ
さ
ば
き
で
太
鼓
を
打
っ

て
い
る
の
は
、
小
学

生
の
子
ど
も
た
ち
。

「
す
ご
い
！
」
感
動

だ
っ
た
。
阿
南
子
ど

も
太
鼓
の
練
習
を
見

学
し
た
時
の
こ
と
だ
。

子
ど
も
太
鼓
と
聞
き

「
小
さ
な
太
鼓
を
リ

ズ
ム
良
く
叩
く
だ
け
」
を
想
像
し
て
い

た
私
は
、
大
き
な
太
鼓
を
堂
々
と
叩
く

子
ど
も
た
ち
を
見
て
、
と
て
も
衝
撃
を

受
け
た
。

　

そ
の
頃
ま
だ
幼
稚
園
児
だ
っ
た
私
の

子
ど
も
た
ち
も
、
と
て
も
感
動
し
た
よ

う
で
、「
僕
た
ち
も
や
っ
て
み
た
い
」

と
言
っ
て
、
翌
週
に
は
練
習
を
始
め
た
。

　

太
鼓
の
魅
力
を
感
じ
る
の
は
、
み
ん

な
の
気
持
ち
が
一
つ
に
な
る
瞬
間
。
そ

う
な
る
と
、
音
の
強
弱
や
リ
ズ
ム
、
掛
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阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長　
　

湯　

浅　

良　

幸　

阿
南
ふ
る
さ
と
探
訪
その50高

家
」
と
な
り
無
役
待
命
組
で
あ
る
。
し
か

し
、
無
官
で
あ
っ
て
も
、
乘じ
ょ
う
よ輿

、
白し
ろ

無む

垢く

着

用
を
許
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、横
瀬
家
は「
屋

形
号
」、
宮
原
家
は
総
柄
青あ
お

貝が
い

鎗
（
槍
）
を

許
さ
れ
た
。

　
交
替
寄
合

　

大
名
と
同
じ
扱
い
で
、
定
例
登
城
日
に
は

帝
鑑
間
、
柳
間
に
詰
め
る
大
名
嫡
子
の
次
に

続
い
て
御
目
見
を
す
る
。
表
御
殿
で
の
御
目

見
な
の
で
「
表
御
礼
衆
」
と
言
わ
れ
、
帝
鑑

間
四
家
、
柳
間
十
六
家
、
計
二
十
家
が
幕
末

ま
で
続
い
た
。
こ
の
内
、
山
名
家
と
最
上
家

は
「
屋
形
号
」
を
称
し
た
。

　

交
替
寄
合
は
、
旧
家
や
大
名
の
分
家
が
列

せ
ら
れ
た
が
、
隔
年
参
勤
交
代
で
何
年
か
に

数
日
間
江
戸
に
居
る
だ
け
の
家
も
あ
る
。
こ

れ
ら
の
家
は
、
妻
を
領
地
に
置
い
て
い
る
。

　
四　
州

　

那
須
衆
四
家
、
信
濃
衆
三
家
、
美
濃
衆
三

家
、
三
河
衆
三
家
の
計
十
三
家
で
、
四
カ
国

に
分
か
れ
て
居
住
し
て
い
る
の
で
、「
四し
し
ゅ
う州

」

と
呼
ば
れ
た
。
こ
れ
は
公
式
の
呼
称
で
は
な
い
。

　

那
須
衆
は
隔
年
で
参
勤
交
代
を
し
他
は
何

年
か
に
一
回
参
府
し
、
在
京
は
数
日
で
よ
か

っ
た
。
畳
廊
下
で
将
軍
が
お
通
り
の
際
、
御

目
見
と
な
る
。「
表
御
礼
衆
」
に
対
し
て
「
御

勝
手
（
表
で
な
い
）
御
礼
衆
」
と
言
わ
れ
た
。

幕
末
に
「
四
州
」
と
し
て
扱
わ
れ
た
松
本
家
、

長
沢
家
は
乘
輿
、
白
無
垢
着
、
絵
柄
青
貝
鎗

が
特
別
に
許
さ
れ
た
。
ほ
か
に
四
州
格
と
し

て
扱
わ
れ
る
四
家
の
中
に
岩
松
家
と
喜
連
川

家
が
あ
る
。

　
岩
松
家

　

新
田
義
貞
の
子
孫
で
、
寛
文
三
年
群
馬
県

新
田
郡
に
て
百
二
十
石
し
か
与
え
ら
れ
な
か

っ
た
。
し
か
し
交
替
寄
合
と
さ
れ
た
。

　

正
月
三
日
に
御
勝
手
御
目
見
だ
け
の
参
府

と
白
無
垢
着
用
が
許
さ
れ
た
。
た
っ
た
百
二

十
石
し
か
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
家
康

に
系
図
を
求
め
ら
れ
た
が
、
盗
用
を
恐
れ
て

提
出
を
し
な
か
っ
た
し
っ
ぺ
返
し
で
あ
る
。

百
二
十
石
し
か
禄
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
か

ら
参
勤
交
代
は
金
銭
的
に
は
苦
痛
だ
っ
た
。

維
新
後
は
新
田
姓
に
復
し
、
後
に
男
爵
に
列

せ
ら
れ
た
。

　
喜き

連つ
れ
川が
わ
家

　

室
町
時
代
、
関
東
管
領
・
古こ

河が

公
方
の
子

孫
が
喜
連
川
（
栃
木
県
さ
く
ら
市
）
へ
移
り
、

室
町
幕
府
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
に
保
護

さ
れ
た
。
五
千
石
高
だ
が
、
格
式
は
十
万
石

で
あ
っ
た
。
江
戸
城
内
の
席
次
は
仙
台
伊
達

家
の
上
席
だ
っ
た
。
最
後
の
藩
主
縄
氏
は
水

戸
斉
昭
の
十
一
男
。
維
新
後
は
足
利
姓
に
復

し
、
後
に
子
爵
に
列
せ
ら
れ
た
。

　

ち
な
み
に
平
島
公
方
家
は
、
京
都
府
士
族

に
と
ど
ま
っ
た
。 

（
続
く
）

参
考　
小
川
恭
一
著
「
江
戸
旗
本
辞
典
」

　
　
　
千
田　
稔
著
「
華
族
総
覧
」

室
町
幕
府・平
島
公
方（
十
四
）

　

今
回
は
ち
ょ
っ
と
横
道
へ
外
れ
よ
う
。

　

平
島
公
方
は
二
百
七
十
年
間
、
阿
南
市
平

島
に
居
住
し
ど
の
よ
う
な
功
績
が
あ
っ
た
の

か
、
と
よ
く
聞
か
れ
る
。
残
念
な
が
ら
質
問

者
に
納
得
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
説
明
は
出

来
な
い
。
阿
波
退
去
時
の
公
方
、
平
島
義
根

の
業
績
、
作
品
「
棲
龍
閣
詩
集
」
等
、
ま
た
、

京
か
ら
島
津
崋
山
ら
を
招
い
た
こ
と
な
ど
を

説
明
し
て
も
、
説
得
力
は
弱
い
。

　

こ
れ
ら
は
江
戸
時
代
、公
方
家
が
幕
臣（
高

家
、
旗
本
）
へ
の
登
用
や
紀
州
家
へ
の
仕
官

が
実
現
出
来
な
か
っ
た
事
情
と
無
関
係
で
は

な
い
。

　
高　
家

　

旗
本
の
支
配
は
若
年
寄
で
あ
る
が
高
家
は

老
中
支
配
で
、
大
名
と
同
じ
扱
い
に
な
る
。

　

高
家
は
旧
時
代
名
族
の
子
孫
で
、
一
万
石

以
下
の
禄
高
を
支
給
さ
れ
た
者
で
あ
る
。
江

戸
時
代
初
期
に
は
吉
良
、
大
沢
、
宮
原
、
一

色
の
四
家
だ
っ
た
が
、
寛
永
か
ら
宝
永
ま
で

▲公方館の朝陽園を移築したと伝えられる吉祥寺（長生町）の山門。

に
増
加
し
二
十
六
家
に
な
っ

た
。

　

こ
の
う
ち
、
十
数
家
（
部

屋
住
み
も
入
る
）
が
「
奥
高

家
」
と
言
わ
れ
主
と
し
て
京

関
係
の
儀
礼
や
交
渉
を
受
け

持
っ
た
。
非
役
の
家
は
「
表
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－

ひ
と 

輝
く 

阿あ

南な
ん

人び
と

－

輝
く
人
が
い
る
。

が
ん
ば
る
人
が
い
る
。

ま
ち
の
主
人
公
は
「
ひ
と
、
市
民
」。

ひ
と
が
輝
き

阿
南
の
ま
ち
も
輝
く
。

　

心
技
体
を
練
っ
た
武
道
者
が
最
期
に
到
達
す
る
「
木も
っ
け
い鶏

た
る
こ
と
」
を

め
ざ
し
て
、
日
々
の
修
練
に
励
む
弓
道
家
が
い
ま
す
。
８
歳
か
ら
始
め
た

弓
道
は
現
在
教
士
八
段
で
、
県
下
で
は
た
だ
一
人
の
八
段
保
有
者
で
す
。

　

一
昨
年
、
東
京
か
ら
奥
さ
ん
の
実
家
が
あ
る
桑
野
町
に
移
り
住
み
、
自

身
を
育
て
た
弓
道
の
普
及
と
更
な
る
修
練
の
場
と
し
て
、
道
場
建
設
を
決

意
し
、
市
内
で
初
め
て
の
私
設
弓
道
場
「
洗
心
館
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

道
場
主
は
弓
道
家
よ
り
も
「
弓
引
き
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
う
が
親
し
み
が

あ
っ
て
い
い
と
話
し
ま
す
。

　

今
月
号
の
阿
南
人
は
「
弓
引
き
」
久
田
博
康
さ
ん
（
64
歳
：
桑
野
町
）

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

車
を
離
れ
た
場
所
に
駐
車
し
、
あ

え
て
道
場
ま
で
歩
い
た
。
取
材
に
先

立
ち
、
事
前
に
確
認
し
て
お
き
た
い

と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た
か
ら
だ
。

　

近
づ
く
に
つ
れ
、
空
気
の
中
を
矢

が
鋭
く
走
る
音
が
耳
に
飛
び
込
ん
で

く
る
。
練
習
の
最
中
だ
。
邪
魔
は
い

け
な
い
。
ど
う
し
た
も
の
か
と
躊
躇

す
る
心
を
ま
る
で
見
て
い
る
か
の
よ

う
に
、
中
か
ら
は
「
ど
う
ぞ
」
と
の

声
。
尚し
ょ
う
ぶ武
の
人
は
、
姿
を
見
ず
と
も

気
配
で
わ
か
る
も
の
な
の
か
。

　

道
場
の
中
央
に
は
、
矢
を
放
っ
た

後
の
残
心
を
示
す
久
田
さ
ん
が
立
っ

て
い
る
。
ゆ
る
ゆ
る
と
流
れ
る
よ
う

な
所
作
は
、
ま
る
で
舞
い
を
演
じ
る

か
の
よ
う
に
厳
か
で
美
し
い
。

　

東
京
生
ま
れ
の
東
京
育
ち
。
阿
南

に
生
活
の
場
所
を
移
し
た
の
は
、
妻

が
親
の
面
倒
を
見
た
い
と
言
っ
た
か

ら
。
今
ま
で
自
分
の
弓
道
人
生
を
支

え
て
く
れ
た
妻
の
そ
の
気
持
ち
に
応

え
た
か
っ
た
と
さ
ら
り
と
話
す
。

　
「
け
れ
ど
、
実
際
に
生
活
す
る
と
、

生
活
習
慣
が
こ
ん
な
に
も
違
う
ん

だ
」
と
驚
く
毎
日
だ
っ
た
。

　

会
社
勤
め
を
し
て
い
た
と
き
は
、

転
勤
族
で
、
そ
れ
な
り
に
順
応
性
は

あ
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
現
実
は
違

っ
た
。「
甘
か
っ
た
で
す
ね
。
会
社

を
中
心
と
す
る
社
宅
生
活
に
は
環
境

の
変
化
は
あ
ま
り
な
い
ん
で
す
」。

　

地
域
の
方
の
気
遣
い
を
充
分
に
感

じ
な
が
ら
も
、
妻
と
両
親
以
外
は
知

ら
な
い
人
ば
か
り
。
変
化
に
順
応
し

き
れ
な
い
自
分
に
、
し
だ
い
に
苛
立

ち
が
募
っ
て
い
っ
た
。

　

数
ヶ
月
前
の
２
０
０
７
年
７
月
に

は
待
望
の
八
段
昇
段
を
果
た
し
、
喜

び
に
包
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の

翌
年
に
退
職
〜
引
越
し
と
、
慌
し
い

時
間
が
流
れ
弓
矢
と
向
き
合
う
時
間

は
ほ
と
ん
ど
取
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
「
未
だ
木
鶏
た
り
得
ず
」

　

木
鶏
と
は
、
精
神
を
高
め
て
少
し

も
動
じ
な
い
様
子
を
例
え
た
中
国
の

故
事
か
ら
出
た
言
葉
だ
。
そ
の
意
味

は
、
徳
が
充
実
す
る
こ
と
で
、
戦
わ

ず
し
て
勝
つ
境
地
を
指
す
と
い
う
。

昔
、
相
撲
界
の
大
横
綱
で
あ
っ
た
双

葉
山
が
69
連
勝
で
負
け
て
し
ま
っ
た

と
き
に
師
の
安
岡
正
篤
に
、「
ワ
レ

イ
マ
ダ
モ
ッ
ケ
イ
タ
リ
エ
ズ　

フ
タ

バ
」
と
電
報
を
送
っ
た
こ
と
は
あ
ま

り
に
も
有
名
な
話
だ
。

　
「
日
々
、
弓
と
向
き
合
え
る
道
場

を
作
ろ
う
」。
そ
の
思
い
は
今
ま
で

弓
と
と
も
に
生
き
て
き
た「
弓
引
き
」

と
し
て
の
自
然
の
流
れ
だ
っ
た
。

　

そ
う
決
意
し
て
か
ら
１
年
。「
今

ま
で
の
人
生
で
一
番
忙
し
か
っ
た
で

す
ね
」
と
奥
さ
ん
も
証
言
す
る
。
道

場
の
建
物
以
外
の
矢
道
整
備
や
矢
止

め
柵
、
矢
立
な
ど
、
自
分
で
で
き
る

こ
と
は
全
て
自
分
た
ち
で
や
っ
た
の

だ
。

　

道
場
名
で
あ
る
「
洗
心
館
」
は
、

師
で
あ
っ
た
故
・
武
田
豊
範
士
十
段

（
新
日
鉄
社
長
〜
会
長
）
が
開
い
た

弓
道
場
か
ら
い
た
だ
い

た
。
そ
れ
は
「
た
だ
無

心
で
弓
を
引
き
、
迷
い

を
洗
い
流
し
て
心
を
新

た
に
し
よ
う
」
と
の
師

の
教
え
を
伝
え
た
い
と

の
思
い
が
あ
る
。

　

心
を
練
る
こ
と
を
最

も
重
要
視
す
る
弓
道
。

そ
こ
が
最
大
の
魅
力
だ
。

　
「
弓
が
ど
う
し
よ
う

も
な
く
好
き
な
ん
で

す
」
と
久
田
さ
ん
。
そ

う
い
え
ば
奥
さ
ん
の
名

前
も
「
由
美
」
だ
っ
た
。

弓道場「洗心館」にて弓を引く久田さん。
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の
た
め
、
河
川
敷
へ
の
進
入
路
で
一

部
通
行
で
き
な
い
箇
所
が
あ
り
ま

す
。）

問
い
合
わ
せ
は　
桜
ま
つ
り
保
存
会

亥
本
（
☎
44

－

２
６
３
２
）
へ

恋
人
の
聖
地
「
牛
岐
城

趾
公
園
」
さ
く
ら
祭
り

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

期　
間　
４
月
11
日
㈰
ま
で　

午
後

５
時
〜
10
時
の
間
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
投
光

器
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

浜
の
浦
公
園
も
３
色
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で

電
飾
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト

日　
時　
４
月
３
日
㈯　

午
後
３
時

か
ら　

▼
願
い
の
カ
ー
ド
無
料
進
呈

（
願
い
事
を
書
い
て
願
い
の
木
に
つ

る
し
て
く
だ
さ
い
）
▼
お
抹
茶
と
お

菓
子
の
接
待
▼
お
琴
演
奏
な
ど
。

　

屋
台
も
出
店
す
る
予
定
で
す
。
満

開
の
桜
の
下
で
春
の
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

羽
ノ
浦
・
岩
脇

さ
く
ら
ま
つ
り

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
幻
想
的
な

夜
桜
を
見
に
来
ま
せ
ん
か
。
も
ち
ろ

ん
昼
間
は
美
し
い
桜
の
ト
ン
ネ
ル
を

じ
っ
く
り
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ　
４
月
11
日
㈰
ま
で

午
後
６
時
〜
10
時
30
分

イ
ベ
ン
ト
日
時　
４
月
４
日
㈰　

午

前
９
時
30
分
か
ら

会　
場　
桜
づ
つ
み
公
園
北
入
口

内　

容　

岩
脇
小
学
校
金
管
バ
ン

ド
・
和
太
鼓
・
琴
の
演
奏
、
お
茶
の

野
点

　

桜
並
木
で
は
、
お
餅
の
配
布
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

各
種
団
体
の
出
店
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
当
日
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
の
間
は
、
桜
並
木
は

歩
行
者
天
国
と
な
り
ま
す
。

　

駐
車
場
は
桜
づ
つ
み
公
園
及
び
河

川
敷
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
工
事

ひろ
ば

市
民
の
情報

問
い
合
わ
せ
は　
富
岡
商
店
街
協
同

組
合
（
☎
22

－

１
６
８
４
）
へ

ウ
ォ
ー
ク
日
本
１
８
０
０
み
ん
な
で

歩
か
ん
で
！　

24
ぐ
る
っ
と
ウ
ォ
ー

ク
in
と
く
し
ま　

参
加
者
募
集

　

１
８
０
０
と
は
、
日
本
全
国
の
市

町
の
数
で
、
24
ぐ
る
っ
と
と
は
県
内

市
町
村
の
数
で
す
。「
歩
く
」
と
い

う
手
軽
で
、
誰
で
も
、
い
つ
で
も
で

き
る
運
動
で
健
康
な
身
体
づ
く
り
を

目
標
に
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
。

日　
時　
４
月
29
日
㈷　

場　
所　
午
前
９
時
30
分
：
那
賀
川

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

日　
程　
▼
10
時
〜
正
午
：
医
師
の

話
▼
昼
食
後
、
Ａ
コ
ー
ス
５
㎞
と
Ｂ

コ
ー
ス
10
㎞
に
わ
か
れ
て
歩
く
。
途

中
阿
波
公
方
の
遺
跡
等
を
探
訪
。

参
加
料　
一
人
３
０
０
円
、
植
樹
１

０
０
円
。

※
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
等
を
各
自
用

意
。
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
協
会　

増
田
（
☎
０
９
０

－

５

７
１
７

－

５
０
０
９
）
へ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

平
成
22
年
度
生
徒
募
集

　

通
信
制
の
高
等
学
校「
普
通
科（
３

年
制
）」
の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
く
わ
し
く
は
無
料
の
案
内
書
を

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

願
書
締
切　
４
月
20
日
㈫
（
必
着
）

問
い
合
わ
せ
は　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
（
☎

０
４
２

－

５
７
２

－

３
１
５
１
）、

案
内
書
は
（
☎
０
１
２
０

－

０
６

－

８
８
８
１
）
へ

第
21
回
那
賀
川
流
域
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
ン
羽
ノ

浦
大
会 

参
加
者
募
集

　

雄
大
に
流
れ
る
那
賀
川
を
臨
み
な

が
ら
自
転
車
で
走
る
「
那
賀
川
流
域

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
ン
羽
ノ
浦
大
会
」

を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
出
場
さ

れ
る
方
は
締
切
日
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
当
日
の
参
加
申
し

込
み
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。）

大
会
日
時　
５
月
16
日
㈰ 

午
前
８

時
40
分
開
会
・
９
時
10
分
〜
10
名
ず

つ
１
分
間
隔
で
ス
タ
ー
ト
。
▼
Ａ
コ

ー
ス　

１
２
５
㎞
▼
Ｂ
コ
ー
ス　

50

㎞参
加
資
格　
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

15
歳
以
上
の
健
康
な
男
女
。
Ａ
コ
ー

ス
６
時
間
以
内
。
Ｂ
コ
ー
ス
３
時
間

以
内
で
完
走
で
き
る
方
（
未
成
年
者

は
保
護
者
の
承
認
が
必
要
で
す
。）

参
加
料　
大
人
４
，
０
０
０
円　

中

高
生
３
，
０
０
０
円
（
記
念
品
、
保

険
料
等
含
む
）

申
込
締
切　
４
月
20
日
㈫　

要
定
員

申
込
方
法　
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
那
賀
川
流
域
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
ラ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

福
住
（
☎
44

－

２
１
５
３
）
へ

技
能
検
定
試
験
に
つ
い
て

　

６
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
実
技

試
験
と
学
科
試
験
が
県
内
各
会
場
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

職　
種　
園
芸
装
飾
な
ど
28
種
類

申
し
込
み　
４
月
５
日
㈪
〜
16
日
㈮

に
、
徳
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会
及

び
鳴
門
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
に

て
受
け
付
け
ま
す
。

 

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
県
職
業
能
力
開
発

協
会
（
☎
０
８
８

－

６
６
３

－

２
３

１
６
）
へ
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徳
島
い
の
ち
の
電
話

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
相
談

員
養
成
講
座
受
講
生
募
集

　

自
殺
と
い
う
最
大
の
不
幸
を
な
く

す
た
め
に
、
年
中
無
休
24
時
間
体
制

で
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
る
「
徳
島

い
の
ち
の
電
話
」
で
は
、
相
談
員
が

不
足
し
て
い
ま
す
。「
い
の
ち
」
を

救
う
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

研　
修　
40
回
講
義　

４
月
第
２
週

か
ら
開
始
。
Ｃ
Ｄ
で
の
補
講
も
有
。

会　
場　
阿
南
セ
ン
タ
ー（
富
岡
町
：

富
岡
保
育
所
西
隣
）

時　
間　
毎
週
水
曜
日　

午
後
６
時

30
分
〜
８
時
30
分
（
祝
祭
日
除
く
）

通
信
コ
ー
ス
も
有
り
ま
す
。

受
講
料　
１
年
間
40
回
３
万
円

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
い
の
ち
の
電

話
（
☎
０
８
８

－

６
５
２

－

６
１
７

１
）
へ

阿
南
少
年
少
女
合
唱
団

団
員
募
集

橘
公
民
館
ク
ラ
ス
開
講

　

阿
南
少
年
少
女
合
唱
団
で
は
、
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

団
員
一
人
ひ
と
り
の
純
粋
で
澄
み

き
っ
た
歌
声
が
、
阿
南
市
に
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
と
な
っ
て
、
響
き
渡
る

こ
と
で
、
感
性
豊
か
な
子
ど
も
た
ち

を
育
成
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
、
土
曜
日
の
午
前
中
、

橘
公
民
館
ク
ラ
ス
も
始
ま
り
ま
す
。

対　
象　
４
歳
〜
18
歳

練
習
日
・
練
習
場
所　
毎
週
土
曜
日

午
前
：
橘
公
民
館
、
午
後
：
阿
南
図

書
館
・
ひ
ま
わ
り
会
館
21
世
紀
室

　

時
間
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

入
団
費　
２
，
０
０
０
円

月　
謝　
３
，
０
０
０
円

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
会
費　
年
一
回　

３
，

０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
は　
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
の

会　

森
野
洋
子
（
☎
０
９
０

－
９
５

５
６

－

９
９
６
８
）
へ

東
部
自
然
公
園
ネ
イ
チ
ャ

ー
ゲ
ー
ム
月
例
会

開
催
日
時　
４
月
11
日
㈰
・
５
月
９

日
㈰
・
６
月
13
日
㈰
（
毎
月
第
２
日

曜
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

場　
所　
東
部
自
然
公
園（
才
見
町
）

対
象
者　
小
学
生
以
上
（
幼
児
は
保

護
者
同
伴
で
参
加
可
）

準
備
物　
運
動
で
き
る
服
装
で
帽
子

と
水
筒
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
参
加
費
無
料
（
保
険
料
と
し
て
一

人
当
た
り
１
０
０
円
必
要
で
す
。）

内　
容　
▼
４
月
11
日
㈰
：
４
月
の

野
の
花
と
あ
そ
ぼ
う
！
（
野
の
花
ビ

ン
ゴ
）
野
の
花
と
関
わ
る
生
き
物
は

何
か
な
？
野
の
花
ア
レ
ン
ジ
つ
く
り

も
し
て
み
よ
う
！
▼
５
月
９
日
㈰
：

東
部
自
然
公
園
の
植
物
ど
ん
な
も
の

が
あ
る
か
な
？
（
宝
さ
が
し
を
し
な

が
ら
）
▼
６
月
13
日
㈰
：
雨
と
あ
そ

ぼ
う
！
雨
に
つ
い
て
ど
ん
な
こ
と
を

知
っ
て
い
る
？
雨
の
日
何
が
発
見
で

き
る
か
な
？
（
※
６
月
の
み
小
雨
決

行
で
す
。
雨
の
場
合
は
、カ
ッ
パ
、傘
、

長
靴
で
参
加
く
だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ
は　
阿
波
南
部
ネ
イ
チ

ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
会　

松
田
（
☎
０
８

０
－

５
６
６
５

－

１
５
６
７
）
へ

合
気
道
教
室

練
習
生
募
集

　

合
気
道
を
学
び
な
が
ら
、
日
本
武

道
の
礼
儀
や
心
を
養
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
子
ど
も
た
ち
の
強
く
、
優
し
く
、

た
く
ま
し
い
心
と
身
体
の
育
成
を
願

っ
て
合
気
道
の
教
室
を
開
い
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
見
学
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
年
齢　
５
〜
15
歳

稽
古
日
時　
毎
週
金
曜
日　

午
後
７

時
〜
８
時

場　
所　
武
道
館
（
大
潟
町
）

会　
費　
入
会
金
２
，
０
０
０
円　

月
謝
２
，
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
は　
合
気
会
徳
島
県
支

部
阿
南
道
場　

川
越
（
☎
49

－

４
０

７
７
）
へ

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
開
発
途
上
国

の
人
々
と
共
に
生
活
し
、
技
術
や
経

験
を
活
か
し
て
人
々
の
自
助
自
立
を

促
進
さ
せ
る
形
で
協
力
活
動
を
す
る

た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
く
わ
し
く
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
４
月
１
日
㈭
〜
５
月
17

日
㈪

問
い
合
わ
せ
は　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国

（
☎
０
８
７

－

８
３
３

－

０
９
０
１
）

へ
法
テ
ラ
ス
徳
島

無
料
法
律
相
談

　

法
テ
ラ
ス
（
日
本
司
法
支
援
セ
ン

タ
ー
）
は
、
総
合
法
律
支
援
法
に
基

づ
き
設
立
さ
れ
た
法
人
で
す
。

　

こ
の
度
、
設
立
４
周
年
を
記
念
し

て
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
（
一
定
の
資
力
基
準
有

り
）
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

法
的
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
方
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

法
テ
ラ
ス
の
主
な
業
務

○
法
的
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
方
々

に
、
解
決
に
役
立
つ
情
報
や
そ
れ
ぞ

れ
の
お
悩
み
に
最
適
な
専
門
の
相
談

窓
口
を
ご
案
内
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
。（
情
報
提
供
業
務
）

○
弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
法
律

相
談
（
刑
事
事
件
を
除
く
）
が
必
要

で
、
収
入
等
の
資
力
に
乏
し
い
方
に
、

無
料
で
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
民
事
法
律
扶
助
業
務
）

日　
時　
４
月
15
日
㈭　

午
後
１
時

〜
４
時

会　
場　
徳
島
弁
護
士
会
館
５
階

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

法
テ
ラ
ス
徳
島

（
☎
０
５
０

－

３
３
８
３

－

５
５
７

５
）
へ

労
働
基
準
監
督
官

採
用
試
験

申
込
期
間　
４
月
１
日
㈭
〜
14
日
㈬

受
験
資
格　
①
昭
和
56
年
４
月
１
日

〜
平
成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
者
で
、
㈠
大
学
を
卒
業
し
た
者
及

び
平
成
23
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
者
。
㈡
人
事
院
が

㈠
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
者
。

第
一
次
試
験
日　
６
月
13
日
㈰

　

く
わ
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
労
働
基
準
監

督
署
（
☎
22

－

０
８
９
０
）
へ
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犬・猫を愛する皆さまへ

犬の登録と予防注射

次の点にご注意ください。
○生涯登録を済ました飼い犬が死亡したときや犬の所在地・飼い犬が変わったときなどは届出が必要です。
○当日、異常があると思われる犬は注射を受けるときに申し出てください。

問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ

※次の日程で登録と予防注射を行いますので、犬を飼っている方は最寄の場所へ必ずお出かけください。

●犬はつないで飼いましょう。
　犬の放し飼いは、人に危害を加えたり、野犬繁殖の原因とな
ります。

●捨て犬、捨て猫は絶対にやめましょう。
　捨てられた犬や猫は、野良犬や野良猫となって、不幸な一生
をたどるばかりか、社会に対して大きな迷惑となっています。
また、捨て犬・捨て猫などの遺棄には罰則（30万円以下）が適
用されます。

●犬の運動・散歩時に必ずフンの始末をしましょう。
　公園や道路などの公共の場所や、他人の敷地内をフンで汚さ
ないように、必ず袋などを持参して後始末をしましょう。

●動物も家族の一員、愛情と責任を持って、尊い命を大切に！

ルールとマナーを守りましょう！

4 月 地区 時　　間 場　　　　所

23
日
㈮

椿
・
椿
泊
・
橘

  9:30 〜   9:40 働 々 バ ス 停 前
  9:50 〜 10:10 上 地 消 防 詰 所 前
10:20 〜 10:40 椿 住 民 セ ン タ ー
10:50 〜 11:10 小 吹 川 原 バ ス 停 前
11:20 〜 11:50 椿 泊 連 絡 所 前
13:10 〜 13:30 鵠 分 館 前
13:40 〜 13:50 海 正 八 幡 神 社 前
14:00 〜 14:20 橘 町 総 合 セ ン タ ー
14:30 〜 14:50 旧 橘 小 学 校 前
15:00 〜 15:10 勤 労 者 体 育 セ ン タ ー

26
日
㈪

加
茂
谷

  9:40 〜 10:00 お 松 権 現
10:20 〜 10:30 水 井 集 会 所 前
10:40 〜 10:50 細 野 橋 北 詰
11:00 〜 11:10 農 協 大 井 支 所 前
11:20 〜 11:30 十八女コミュニティセンター前
11:40 〜 12:00 深 瀬 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 前
13:10 〜 13:30 楠 根 消 防 格 納 庫 前
13:40 〜 14:10 加 茂 谷 総 合 セ ン タ ー
14:20 〜 14:40 熊 谷 町 集 会 所 前

27
日
㈫

新　

野

  9:30 〜 10:00 新 野 旧 家 畜 診 療 所
10:10 〜 10:50 東 重 友 集 会 所 前
11:00 〜 11:30 新 野 住 民 セ ン タ ー
13:00 〜 13:20 久 田 橋 東 詰
13:30 〜 13:40 新 野 西 小 学 校 前
13:50 〜 14:10 農 協 徳 信 集 荷 場 前
14:30 〜 14:40 新 富 集 会 所 前
14:50 〜 15:10 生 谷 バ ス 停 前

28
日
㈬

宝
田
・
中
野
島

  9:20 〜   9:40 石 本 秀 松 園 前
  9:50 〜 10:20 宝 田 公 民 館 前
10:30 〜 10:40 阿 南 バ ッ テ イ ン グ セ ン タ ー 横
10:50 〜 11:10 中 原 八 幡 神 社
11:20 〜 11:40 上 中 分 館 前
13:00 〜 13:10 南 島 八 幡 神 社
13:20 〜 13:30 王 子 神 社
13:40 〜 14:00 柳 島 老 人 ル ー ム
14:10 〜 14:40 横 見 消 防 詰 所 前
14:50 〜 15:00 横 見 児 童 遊 園 前

30
日
㈮

富　

岡

  9:30 〜 10:00 黒 津 地 八 幡 神 社 前
10:10 〜 10:40 王 子 バ ス 停 広 場
10:50 〜 11:00 住 吉 老 人 ル ー ム
11:10 〜 11:20 住 吉 町 住 吉 神 社
11:30 〜 12:00 日開野コミュニティセンター前
13:00 〜 13:20 西 新 町 木 下 家 具 店 前
13:30 〜 13:50 阿南青少年健全育成センター前
14:00 〜 14:20 正 福 寺 入 口
14:30 〜 14:50 阿 南 ひ ま わ り 会 館

4月 地区 時　　間 場　　　　所

８
日
㈭

羽
ノ
浦

  9:30 〜   9:50 あ ず み が 丘 天 神 神 社
10:00 〜 10:10 羽 ノ 浦 分 団 第 ５ 班 消 防 詰 所 前
10:20 〜 10:40 明 見 集 会 所
10:50 〜 11:00 岩 脇 選 果 場 前
11:10 〜 11:30 岩 脇 小 学 校 校 庭
13:00 〜 13:20 羽 ノ 浦 公 民 館 古 庄 分 館
13:30 〜 13:50 古 庄 八 幡 神 社
14:00 〜 14:20 阿 南 市 羽 ノ 浦 支 所

９
日
㈮

羽
ノ
浦

  9:30 〜   9:50 親 子 ふ れ あ い セ ン タ ー 前
10:00 〜 10:20 春 日 野 中 央 公 園
10:30 〜 10:40 宮 倉 研 修 セ ン タ ー
10:50 〜 11:10 羽 ノ 浦 神 社 前
13:00 〜 13:20 野 神 児 童 公 園
13:30 〜 13:40 羽 ノ 浦 公 民 館 那 東 分 館
13:50 〜 14:00 羽 ノ 浦 老 人 憩 い の 家
14:10 〜 14:30 阿 南 市 羽 ノ 浦 支 所

13
日
㈫

那
賀
川

  9:30 〜   9:50 阿 南 市 那 賀 川 支 所
10:00 〜 10:10 芳 崎 市 瀬 商 店 前
10:20 〜 10:40 那 賀 川 分 団 第 ２ 班 消 防 詰 所
10:50 〜 11:10 那 賀 川 公 民 館
11:20 〜 11:30 黒 地 野 上 神 社
13:00 〜 13:20 八 幡 八 幡 神 社
13:30 〜 13:50 小 延 日 吉 神 社
14:00 〜 14:20 島 尻 厳 島 神 社
14:30 〜 14:50 江 ノ 島 八 坂 神 社
15:10 〜 15:30 古 津 八 幡 神 社

14
日
㈬

那
賀
川

  9:30 〜   9:50 西 原 農 協 支 所 前
10:00 〜 10:10 大 京 原 会 館
10:20 〜 10:30 中 島 会 館
10:40 〜 11:00 那 賀 川 公 民 館 平 島 分 館
11:10 〜 11:20 赤 池 御 獄 神 社
13:00 〜 13:20 里 八 幡 神 社
13:30 〜 13:40 中 島 郵 便 局 前
13:50 〜 14:00 御 霊 町 御 霊 神 社
14:10 〜 14:30 東 町 中 島 漁 業 組 合 前
14:40 〜 15:00 出 島 神 明 神 社
15:10 〜 15:20 阿 南 市 那 賀 川 支 所

16
日
㈮

福　

井

  9:30 〜   9:50 福 井 駅 前
10:00 〜 10:10 福 井 南 小 学 校
10:20 〜 10:30 長 谷 川 バ ス 停 前
10:50 〜 11:00 椿 地 集 会 所 前
11:10 〜 11:40 農 協 後 戸 育 苗 セ ン タ ー
11:50 〜 12:00 大 宮 八 幡 神 社 前
13:10 〜 13:40 福 井 町 総 合 セ ン タ ー
13:50 〜 14:10 内 歩 教 育 集 会 所 前
14:20 〜 14:30 湊 集 会 所

19
日
㈪

桑　

野

  9:30 〜   9:40 阿 瀬 比 八 幡 神 社
  9:50 〜 10:20 山 口 分 館 前
10:30 〜 11:00 川 西 集 会 所 前
11:10 〜 11:40 桑 野 駅 前
13:00 〜 13:30 浦 の 内 集 会 所 前
13:40 〜 13:50 岡 元 住 宅 入 口
14:00 〜 14:30 大 地 田 村 商 店 前
14:40 〜 15:00 成 松 集 会 所 前

20
日
㈫

長
生
・
大
野

  9:30 〜 10:00 西 方 大 将 軍 神 社 前
10:10 〜 10:20 三 倉 玉 泉 寺 前
10:30 〜 10:50 明 谷 農 協 倉 庫 前
11:00 〜 11:30 長 生 住 民 セ ン タ ー
11:40 〜 11:50 長 生 隣 保 館 前
13:00 〜 13:30 下 大 野 八 幡 神 社 前
13:40 〜 14:10 大 野 住 民 セ ン タ ー
14:20 〜 14:40 大 野 隣 保 館 前
14:50 〜 15:10 中 大 野 分 館 前
15:20 〜 15:50 上 大 野 八 幡 神 社 前

22
日
㈭

見
能
林

  9:20 〜   9:40 才 見 分 館 前
  9:50 〜 10:10 中 林 町 杉 本 商 店 前
10:20 〜 10:40 中 林 分 館 前
10:50 〜 11:10 北 の 脇 石 油 裏 の 庵
11:20 〜 11:50 見 能 林 公 民 館
13:00 〜 13:30 林 崎 正 八 神 社
13:40 〜 14:10 大 潟 分 館 前
14:30 〜 15:00 津 ノ 峰 分 館 前

　飼い犬は、登録（生涯１回）と毎年１回の狂犬病予防注射が義務づけられています。
料金は6,000円（登録が3,000円、注射が3,000円）です。
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と
な
り
ま
す
。
必
ず
14
日
以
内
に
届

出
し
て
く
だ
さ
い
。　

※
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る

の
は
、
次
の
条
件
の
全
て
に
あ
て
は

ま
る
方
と
、
そ
の
被
扶
養
者
で
す
。

①
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な
ど

の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
方
で
、
そ
の

加
入
期
間
が
20
年
以
上
、
も
し
く
は

40
歳
以
降
に
10
年
以
上
あ
る
方
。

②
国
保
に
加
入
し
て
い
る
65
歳
未
満

の
方
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎

22

－

１
１
１
８
）
へ

肝
機
能
障
害
に
よ
る

身
体
障
害
者
手
帳
を
交
付

　

４
月
か
ら
肝
機
能
障
害
に
よ
る
身

体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

対　
象　
認
定
基
準
に
該
当
す
る
肝

機
能
障
害
の
あ
る
方
、
肝
臓
移
植
を

受
け
、
抗
免
疫
療
法
を
実
施
し
て
い

る
方
。

申
請
受
付
場
所　
福
祉
課
・
羽
ノ
浦

支
所
・
那
賀
川
支
所

※
所
定
の
診
断
書
、
写
真
（
縦
４
㎝

×
横
３
㎝
）
が
必
要
で
す
。　

問
い
合
わ
せ
は　
福
祉
課
（
☎
22

－

１
５
９
２
）
へ

健
康
い
き
い
き
情
報

国
保
に
加
入
す
る
と

き
・
や
め
る
と
き
は
必

ず
14
日
以
内
に
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
！

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
と
そ
の
扶
養
家
族
、
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
方
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
対
象
と
な
る
方
な
ど
を
除

い
て
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
方
は
全

て
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

次
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
届
出
が

必
要
で
す
。

○
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
り
、

加
入
し
た
と
き
。

○
住
所
や
氏
名
、
世
帯
主
が
変
わ
っ

た
と
き
。

○
出
生
、
死
亡
の
と
き
。

○
生
活
保
護
の
開
始
、
廃
止
の
と
き

退
職
者
医
療
制
度
※
に
該
当
し
た
と

き
な
ど
。

　

加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
国
民

健
康
保
険
税
は
「
加
入
の
届
出
」
を

し
た
月
か
ら
で
は
な
く
、「
資
格
を

得
た
月
ま
で
」
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
間
に

か
か
っ
た
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担

ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
ラ
ブ

阿
南

対
象
者　
在
宅
で
の
療
養
が
可
能
で

あ
る
統
合
失
調
症
の
方
で
、「
ソ
ー

シ
ャ
ル
ク
ラ
ブ
阿
南
」
へ
の
参
加
を

希
望
す
る
本
人
及
び
家
族
の
方
。
参

加
に
際
し
て
は
、
医
師
の
意
見
書
が

必
要
で
す
。

内　
容　
月
１
回
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
や
グ
ル
ー
プ
活
動
を
通
し
て
交

流
を
深
め
た
り
、
調
理
実
習
や
生
活

訓
練
を
行
う
こ
と
で
、
自
立
し
た
生

活
が
お
く
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

難
病
患
者
等
居
宅
生
活

支
援
事
業
に
つ
い
て

対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
難
治
性
疾
患
克
服
研
究
事
業
の
対

象
の
１
３
０
疾
患
及
び
関
節
リ
ウ
マ

チ
患
者
の
方
。

・
在
宅
で
療
養
が
可
能
と
医
師
に
判

断
さ
れ
る
方
。

・
介
護
保
険
法
、
老
人
福
祉
法
、
障

害
者
自
立
支
援
法
等
の
施
策
の
対
象

と
な
ら
な
い
方
。

※
日
常
生
活
用
具
の
給
付
や
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

４月　献血実施一覧
実施日 採血場所 所在地 採血時間

９日㈮ 日本電工㈱徳島工場 橘 町 13:30〜16:00

15日㈭ フジグラン阿南店 領 家 町 10:00〜16:30

※ 400ml 献血のみの実施です。

※一般の方のご協力もよろしくお願いします。

問い合わせは
徳島県赤十字血液センター（☎088－631－3200）へ

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入

し
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
会
や
運

動
ク
ラ
ブ
な
ど
５
名
以
上
の
団

体
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

保
険
期
間　
４
月
１
日
〜
平
成

23
年
３
月
31
日

掛　
金
（
１
人
年
額
）　
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
な
ど
中
学
生
以
下

の
団
体
に
つ
い
て
は
６
０
０
円
、

そ
の
他
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
（
☎
22

－

３
３
９
４
）
へ

ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

　ひまわり会館の玄関前に「積立貯筋通帳」と
「阿南健康完歩マップ」・「やったネ」のスタン
プが入ったかわいいポストを設置いたしました。
　積立貯筋通帳を活用して、あなたの健康管理
にお役立てください。
問い合わせは　保健センター（☎22－1590）ヘ

積立貯筋通帳の
ポストができました
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阿
南
市
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

家
庭
で
子
育
て
を
し
て
い
る

保
護
者
の
皆
さ
ん
、
阿
南
市
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

と
し
て
、
お
子
さ
ん
が
す
こ
や

か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、

お
子
さ
ん
と
そ
の
家
庭
に
対
す

る
育
児
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
び
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

無
料
で
施
設
を
開
放
し
て
お

り
ま
す
。

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

（
羽
ノ
浦
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

《
４
月
の
日
程
》

７
日
㈬
か
ら
開
所
し
て
い
ま
す
。

16
日
㈮　

み
ん
な
で
う
た
お
う

23
日
㈮　

折
り
紙
で
あ
そ
ぼ
う

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
折
り
ま
す
。

27
日
㈫ 

お
誕
生
会

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び　

13
日

㈫
・
20
日
㈫
・
30
日
㈮

　

手
遊
び
、
歌
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
な
ど
を
し
ま
す
。

お
弁
当
タ
イ
ム

　

希
望
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
集

ま
っ
て
、
毎
日
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

※
子
育
て
相
談
は
随
時
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
。

時　
間　
平
日　

午
前
９
時
〜

午
後
２
時

問
い
合
わ
せ
は　
親
子
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
（
☎
44

－

５
０
５

９
）
へ

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

《
４
月
の
日
程
》

７
日
㈬
か
ら
開
所
し
て
い
ま
す
。

13
日
㈫　

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

20
日
㈫　

楽
し
い
お
話

27
日
㈫　

お
誕
生
会

日　
時　
毎
週
月
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

場　
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
室

※
子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
随

時
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
今
津
こ
ど
も

セ
ン
タ
ー（
☎
42

－

０
７
２
０
）

へ
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

（
橘
保
育
所
）

《
４
月
の
日
程
》

７
日
㈬
か
ら
開
所
し
て
い
ま
す
。

13
日
㈫　

手
遊
び
し
よ
う

15
日
㈭　

育
児
講
座

　
　
　
　

山
下
助
産
師
さ
ん

20
日
㈫　

お
話
い
っ
ぱ
い

27
日
㈫　

お
誕
生
日

日　
時　
毎
週
月
〜
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後

２
時
30
分
〜
４
時

問
い
合
わ
せ
は　

橘
保
育
所

（
☎
27

－

１
４
４
１
）
へ

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

《
４
月
の
日
程
》

7
日
㈬
か
ら
開
所
し
て
い
ま
す
。

13
日
㈫　

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ

ト　

20
日
㈫　

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

27
日
㈫　

お
誕
生
会

ご
利
用
時
間
の
変
更
お
知
ら
せ

毎
週
月
〜
金
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

問
い
合
わ
せ
は　
平
島
こ
ど
も

セ
ン
タ
ー（
☎
21

－

２
０
０
２
）

へ

子
育
て
ひ
ろ
ば

子
育
て
ひ
ろ
ば

幼児予防接種について
「予防接種と子どもの健康」を必ず読み、お子さまの体調のよいときに受けてください。

予防接種名 対　　　　象　　　　者 接種期間 実施場所

MR
（麻しん風しん混合）

第１期 生後12ヵ月から24ヵ月未満に１回接種 通　　年

市内委託
医療機関

第２期
５歳以上７歳未満の者であって、小学校就学
始期に達する日の１年間また、麻しん風しん
にかかっていない子（平成14年４月２日〜
平成15年４月１日生まれの子） 平成23年

3月31日まで
第３期 中学１年生に該当する年齢
第４期 高校３年生に該当する年齢

ＢＣＧ 生後６ヵ月未満までに１回（３ヵ月以降が望ましい） 通　　年
DPT（ジフテリア ･ 百日
せき・破傷風）三種混合 生後３ヵ月から90ヵ月（７歳半）未満に４回接種 通　　年

DT（ジフテリア・破傷風）
二種混合 11歳以上13歳未満に１回 通　　年

日本脳炎 １　期 生後６ヵ月から生後90ヵ月（７歳半）未満
に３回接種 通　　年

ポリオ 生後３ヵ月から90ヵ月（７歳半）未満に２回接種 ４〜３月 ひまわり
会　　館

※ポリオは集団接種をしています。受付は午後１時 30分〜２時までです。日程は広報あなんに掲載します。
※接種費用は無料です。母子健康手帳と予診票をご持参ください。なお、予診票は該当のお子さまに個別通知し
ます。市外から転入された方、もしくは予診票をなくされた方は連絡してください。
※県内の委託医療機関でも定期予防接種ができます。くわしくはお問い合わせください。
問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ
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つ
ど
い
の
広
場
・

す
く
す
く
in
阿
南

　

子
育
て
相
談
や
子
ど
も
と
保
護
者

間
の
交
流
の
場
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

《
４
月
の
日
程
》

9
日
㈮　

新
野
公
民
館

14
日
㈬　

桑
野
公
民
館

21
日
㈬　

長
生
公
民
館

23
日
㈮　

加
茂
谷
公
民
館　

28
日
㈬　

福
井
公
民
館

　

ひ
ま
わ
り
会
館
す
こ
や
か
ル
ー
ム

で
の
開
催
は
、
６
日
㈫
、
７
日
㈬
、

13
日
㈫
、
16
日
㈮
、
20
日
㈫
、
27
日

㈫
、
30
日
㈮

時　
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
課
（
☎
22

－

１
５
９
３
）
へ

お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

（
那
賀
川
子
育
て
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
）

《
４
月
の
日
程
》

２
日
㈮　

お
年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い

食
事
会

５
日
㈪　

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

12
日
㈪　

発
育
計
測
・
健
康
相
談

15
日
㈭　

お
誕
生
会

19
日
㈪　

発
育
計
測

22
日
㈭　

こ
い
の
ぼ
り
制
作

23
日
㈮　

お
は
な
し
こ
ろ
り
ん

30
日
㈮　

臨
時
休
園

※
自
衛
隊
造
成
工
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
来
所
時
に
は
安
全

運
転
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
行
事
に
よ
っ
て
は
有
料
・
事

前
の
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

開　
園　
午
前
9
時
〜
午
後
４

時問
い
合
わ
せ
は　
那
賀
川
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８

５

－

38

－

１
１
６
３
）
へ

「
サ
ポ
ー
ト
マ
マ
の
会
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

　

育
児
中
の
お
母
さ
ん
方
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ「
サ
ポ
ー
ト
マ
マ
の
会
」

の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　蜜柑をおすそ分けしたＡさんから、「この間のお蜜柑、甘くてお

いしかったわ。職場のみんなも喜んどったでよ」と声を掛けられた。

Ｂさんは同僚が活けいる花の花びんの水を毎朝愛おしそうに替えて

いる。Ｃさんは冗談を言いながら、いつもていねいに仕事場の床を

掃いている。３人とも団塊の世代といわれる年代の男性たち。

　こんな３人の姿に出会う度、家族に温かく見守られて育てられた

んだなぁと感心してしまう。Ａさんたちの言動に触れるにつけ、「教

育の原点は家庭教育から」という言葉が頭に浮かぶ。家庭で育てら

れる中で、たくさんの言葉を掛けられたり、家族みんなの後ろ姿か

ら自ら学んだりすることがたくさんあったのだと思う。

　今の子どもは恵まれ過ぎている。頼まなくてもしてくれる。言わ

なくても許してくれる、与えられることが当然で、子どもたちは家

族の中でも社会の中でも、王子様や王女様だ。

　喜怒哀楽を心に感じたとき、それを言葉や態度にして、表したり

伝えたりすることの大切さを３人の姿から学んだ。

　子どもたちには、家族から受けるていねいで温かい言葉掛けや愛

情の表し方をしっかりと身につけて欲しいものだと願うのは私だけ

ではないだろう。	 学校教育課　

　− 団 塊 の 世 代 か ら  −

子育て一言メモ

親子教室「シルバーママ」のご案内
名　称 内　　容 実施日 申込期間 定員

親子で遊ぼう！
英語で遊ぼう！

ラボパーティの先生と一緒
に英語の歌で手遊びをした
り体を動かして親子で楽し
い時間を過ごしましょう。

４月
21日㈬

４月
１日㈭〜

20日㈫
15組

※シルバー人材センターでは資格保持者や経験豊かな高齢者の皆さんが多数登
録しています。この機会に育児の悩みや子育ての不安をお話してみてはいか
がですか。
時　　間　午前10時〜正午　　　
場　　所　ひまわり会館
参 加 料　１組500円
対 象 者　阿南市在住の就学前の子どもと保護者（託児をしています。）
申込方法　電話にて事務局にお申し込みください。定員になり次第締め切らせ

ていただきます。
※参加者全員に特典付き出席カードをお渡しします。
くわしくは　㈳阿南市シルバー人材センター事務局（☎23－2630）へ

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

の
投
与

４
月
の
日
程　
14
日
㈬
・
27
日
㈫

時　
間　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

と
こ
ろ　
ひ
ま
わ
り
会
館

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票

※
料
金
は
無
料
で
す
。

※
接
種
間
隔
は
、６
週
間
以
上
あ
け
た

日
程
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

活
動
内
容　
乳
幼
児
健
診
や
各
種
母

子
保
健
事
業
を
行
う
時
の
お
手
伝
い

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

活
動
場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
・
橘
町

総
合
セ
ン
タ
ー
・
那
賀
川
社
会
福
祉

会
館
・
羽
ノ
浦
公
民
館
な
ど

募
集
期
間　
４
月
２
日
㈮
〜
12
日
㈪

応
募
資
格　
20
歳
以
上
の
方
で
子
ど

も
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
好
き
な
方

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
保
健

セ
ン
タ
ー
（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ
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人口と世帯数

今月の市税

スポーツ施設４月の休館日

人口 78,241人（− 39）
男 37,767人（－  18）

女 40,474人（－  21）

世帯数 29,113世帯（＋ 14）

●平成22年２月末日現在 (　 )内は前月対比

相　　　　談 日（曜日） 時　　　間 場　　　所 問い合わせは

行 政 相 談 13・27日㈫ 午前9時30分〜
11時30分 市役所市民相談室 市民生活課

☎22－1116

法 律 相 談 １・15日㈭
午後1時30分〜
4時30分　 要予約

市役所市民相談室 市民生活課 ☎22－1116

消 費 相 談 平日開館しています 午前9時30分〜
午後4時30分 消費生活センター 消費生活センター

☎24－3251

登 記 相 談 23日㈮ 午後1時〜3時 ひまわり会館 市民生活課
☎22－1116

心配ごと相談 ５・12・19・
26日㈪

午前10時〜
午後3時

市民会館内
社会福祉協議会

社会福祉協議会
☎23－7288

出 前
心配ごと相談

５日㈪ 午前10時〜
午後3時 那賀川支所 社会福祉協議会

☎23－7288

特設人権相談 ７日㈬
午後1時30分〜

4時
加茂谷公民館
羽ノ浦地域交流センター

人権啓発課
☎22－3094

人 権 相 談 所 20日㈫ 午後1時30分〜
4時 ひまわり会館 人権啓発課

☎22－3094

健 康 相 談 ２日㈮ 午前10時〜11時 ひまわり会館 保健センター
☎22－1590

栄 養 相 談 15日㈭ 午前10時〜11時
要予約

ひまわり会館 保健センター
☎22－1590

農 業 者
年 金 相 談

15日㈭ 午前8時30分〜
午後5時

市役所
農業委員会事務局

農業委員会事務局
☎22－3790

年 金 相 談 今月はありません 市商工業振興センター 徳島南社会保険事務所
☎088－652－1511

女性の生き方
何 で も 相 談

６・13・20・
27日㈫

午後1時〜5時
要予約

市民会館内２階相談室 男女共同参画室分室
☎22－0361

サンアリーナ 5・12・19・26日

那賀川スポーツセンター 7・14・21・28日

羽ノ浦健康スポーツランド 5・12・19・26日

４月の相談日

休日・夜間診療

●休日昼間　午前９時〜午後５時

日 医療機関名 所在地 問い合わせは

4 生野外科胃腸科 羽ノ浦町 ☎44－5511

11 宮本病院 羽ノ浦町 ☎44－4343

18 井坂クリニック 津乃峰町 ☎27－0047

25 馬原医院 新 野 町 ☎36－3339

29 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22－1313

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
　阿南市医師会（☎22－1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）　午後５時〜11時
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22－1313）までお問い合わせください。

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診できます。

※相談は無料です。ご予約が必要なものもありますので、
くわしくは直接担当課までお問い合わせください。

※５月の法律相談の予約は、４月１日から受け付けています。

問い合わせは　納税課（☎22－1792）へ

●市税日曜窓口は　４月25日㈰です。

●市税の口座振替について
平成22年度から市県民税、国民健康保険税の第１
期からの口座振替を希望される場合は、5月17日㈪
までに指定金融機関の窓口で手続きをしてください。
●固定資産税（全期分）と軽自動車税の口座振替済
通知書（納税証明書）は５月中旬に郵送する予定です。

□ 固定資産税（第１期、全期）
□ 軽自動車税（全期）
納期限は、４月30日㈮です。
納め忘れのないようにしましょう。
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土佐街道を行く…福井町
　宮倉の一里松から始まった本編もいよいよ最終章を迎える。動々原の一里松から松坂

峠（由岐町）までは街道随一の難所で、旅人は寂しい山道を登ったり、降りたりと、さ

ぞや難儀したことだろう。国道整備と圃場整備等で昔の街道は切れ切れとなっているが、

随所に名残をみることができる。

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見

ぶらりまち紀行

阿南 第47回

　取材でお世話になった方から、「莫妄想」という言葉をいただいた。鎌倉時代の禅僧、
無学の言葉で、国の存亡がかかった元寇の際に、時の執権・北条時宗が思い悩んで無学を
訪れたところ、「莫妄想」と書かれた紙を渡され時宗の肚は決まったという。その意味は、「今
やっていることに最善を尽くせばいい。勝負の勝ち負けは結果であり、先回りして考える
な」ということだそうだ。莫妄想－今あることに全力を尽くそう。（Ｙ）

編集室の
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昔
の
風
景
が
色
濃
く
残
る
（
福
井
町
茶
畦
）

　

一
里
松
跡
か
ら
続
く
小
路
を
少
し
下
る
と
江
戸
時
代
の
頃

と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
風
景
に
出
会
う
。

山
の
谷
あ
い
か
ら
流
れ
る
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
美
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
奏
で
る
。
旅
人
も
さ
ぞ
か
し
癒
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ

う
。
街
道
は
た
く
さ
ん
の
石
造
物
が
残
る
峠
を
越
え
て
元
末

の
集
落
へ
抜
け
る
。

① 動々原の一里松跡（福井町動々原）
　初めての方が一里松跡に行くには徒歩が無難である。竹林に囲まれ
た坂道を登りきると展望が開ける。一里松跡の近くのこんもりとした
森には樹齢300年といわれる椎の大木がそびえ、平家の落人伝説が残る。

④ 

鉦
打
坂
を
越
え
る
（
福
井
町
日
の
地
）

　

街
道
一
の
難
所
で
あ
っ
た
「
鉦
打
坂
」
は
、
国
道
が
走
る

今
も
難
所
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
鉦
打
ト
ン
ネ
ル
、
福
井
ト
ン

ネ
ル
と
短
い
距
離
の
間
に
二
つ
も
の
ト
ン
ネ
ル
の
存
在
が
証

明
し
て
い
る
。
小
野
集
落
に
入
る
分
岐
道
付
近
に
は
、「
通

行
人
は
何
か
一
枝
折
っ
て
祀
っ
た
。」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

「
花
折
地
蔵
」
が
優
し
く
佇
む
。

⑥ 

松
坂
峠
へ
と
向
う
（
福
井
町
貝
谷
）

　

建
設
が
進
む
高
規
格
道
路
を
目
の
前
に
右
側
の
小
さ
な
道
に
入
る
と
貝
谷
の
集
落
で
あ

る
。
杉
林
に
囲
ま
れ
た
街
道
は
昼
間
で
も
薄
暗
く
途
中
か
ら
は
草
が
生
い
茂
り
通
行
す
る

の
が
難
し
い
。
地
元
の
人
の
話
に
よ
る
と
昭
和
40
年
ご
ろ
ま
で
は
峠
を
越
え
て
、
野
菜
や

薪
、
魚
な
ど
の
売
り
買
い
に
頻
繁
に
利
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

③ 旧宿場町鉦打の集落（福井町鉦打）
　昔の宿場町であった「鉦打」の集落に着く。「鉦打坂」は、街道一の難所
であり、足弱の者は駕籠に乗って越えていたことから別名「お駕籠道」と呼
ばれた。峠越えは夜になると追剥が出たことから３時以降は通行止めとなり、
宿屋が賑わっていたという。今は竹林の中に埋もれて通行することは難しい。

⑤ 小野一里松跡（福井町日の地）
　動々原の一里松からここまでの一里は、旅人にとって最も苦しい道であったに違い
ない。しかしながらこの区間に味わうことが出来る花鳥風月は旅の疲れを癒すに余り
あるものだ。道はそこから南に直進するとＹ字型の分岐に出る。ここには江戸期に周
防（山口県）の人が四国霊場を153回も廻ったことが記された道標が立っている。


